
第29回国民文化祭・あきた2014記念
『ＳＬあきた路号』奥羽本線を走る！
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【表紙の紹介】
　10月18・19日「ＳＬあきた路号」が運行
され、ＪＲ鹿渡駅では、長信田太鼓演奏や手
振り旗で乗客のみなさんをお出迎えしまし
た。
　乗客のみなさんは、車内から長信田太鼓の
演奏に耳を傾け、写真や動画で記念の一コマ
を残していました。
　また、グループホームのぞみのみなさんが、
手作りの手振り旗を作って歓迎、客車から降
りてきたなまはげと交流していました。
　また、森岳駅では、長面三兄弟が乗客を歓
迎し、多くの方がたを喜ばせていました。
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10
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
７

日
間
、
国
民
文
化
祭
「
キ
ル
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
み
た
ね
」が
、

ふ
る
さ
と
文
化
館
と
山
本
体
育
館

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
文
化
館
で
は
、「
ト
ッ

プ
キ
ル
タ
ー
日
本
の
キ
ル
ト
作
家

展
」
と
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
緞
帳
」

の
公
開
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
体
育
館
で
は
一
般
か
ら
応

募
さ
れ
た
作
品
１
５
１
点
に
よ
る

「
コ
ン
ク
ー
ル
」
と
過
去
に
コ
ン

ク
ー
ル
や
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
し

た
作
品
等
「
特
別
出
品
」
35
点
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
日
、
開
会
式
と
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
開
幕
。来

場
者
は
７
日
間
で
１
万
６
８
２
８

人
を
数
え
、
大
盛
況
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

第29回
国民文化祭・あきた2014
キルトフェスティバルinみたね
地歌舞伎の祭典

　昭和61年に第１回大会が東京都で開催された「国民文化祭」。
　29回目の今年は秋田県内の全市町村を会場に様々な催しが行わ
れました。
　三種町では、「キルトフェスティバルinみたね」と「地歌舞伎の
祭典」が開催されました。

多くの来場者を魅了したパッチワーク緞帳
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今
回
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
中
心
と
な
っ
て
活

躍
さ
れ
た
の
が
、
原
田
悦
子
さ
ん
（
能

代
市
）
で
す
。　

　
「
何
よ
り
も
コ
ン
ク
ー
ル
に
た
く
さ

ん
の
方
か
ら
応
募
を
い
た
だ
け
た
の

が
、
う
れ
し
か
っ
た
」と
語
る
原
田
さ

ん
で
す
が
、「
キ
ル
ト
で
三
種
町
の
活

性
化
に
つ
な
げ
た
い
、
こ
の
機
会
に
キ

ル
ト
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
思
い
で
キ
ル
ト
作
家
た
ち

の
出
品
依
頼
に
奔
走
さ
れ
、
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

最
後
は
ご
自
身
が
指
導
し
て
い
る
山

本
公
民
館
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講
座
の
み
な

さ
ん
と
、
特
別
出
品
作
品
「
日
本
一
の

ジ
ュ
ン
サ
イ
を
摘
む
」
の
前
で
記
念
撮

影
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
た
く
さ
ん
の
町
民

の
方
た
ち
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、
県

内
外
か
ら
来
場
し
た
多
く
の
方
々
を
お
迎
え

し
ま
し
た
。

　

受
付
・
会
場
案
内
、
展
示
物
の
紹
介
、
駐

車
場
整
理
な
ど
「
三
種
流
の
お
も
て
な
し
」

で
、
訪
れ
た
お
客
様
か
ら
感
謝
の
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で

こ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
更
に
華
や
か
に
、
そ

し
て
あ
た
た
か
な
心
地
よ
い
空
間
を
演
出
で

き
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
に
あ
り
が
と
う
。

　

キ
ル
ト
は
友
人
、
知

人
な
ど
か
ら
も
ら
っ
た

古
布
を
使
用
し
、
制
作

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
う
い
っ
た
方
が
た
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
「
カ
タ
チ
」
に
す

る
。
キ
ル
ト
祭
は
、
小

さ
な
布
を
縫
っ
て
繋
ぐ

だ
け
で
は
な
く
、
人
と

人
を
も
繋
ぐ
、
と
っ
て

も
素
敵
な
イ
ベ
ン
ト
に

な
り
ま
し
た
。

　

武
田
さ
ん
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！

 

最
優
秀
作
品 

　
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

　

武
田　

京
子 

さ
ん（
能
代
市
）

たくさんの
　ボランティアのみなさん
　　　　　　　 ありがとう

キルト作品展示（山本文化館）

縁の下の力持ち

広報 みたね
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18
日
、
山
本
体
育
館
に
お

い
て
森
岳
小
学
校
４
年
生
児

童
に
よ
る
「
森
岳
子
ど
も
歌

舞
伎
」
で
幕
を
開
け
た
「
地

歌
舞
伎
の
祭
典
」は
、
鮭
川

歌
舞
伎
が「
假か

名な

手で

本ほ
ん

忠
臣

蔵
三
段
目 

殿
中
松
の
廊
下

刃に
ん

傷じ
ょ
うの

場
・
道
行
旅
路
の
花

婿
」
を
、
山
五
十
川
歌
舞
伎

が
「
義
経
千
本
桜 

伏
見
稲

荷
鳥
居
前
の
場
」
を
披
露
し

ま
し
た
。
歌
舞
伎
と
と
も
に

長
信
田
太
鼓
と
、
じ
ゅ
ん
さ

い
踊
り
が
会
場
に
華
を
添
え

ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
場
を

農
村
歌
舞
伎
会
館
に
う
つ

し
、
森
岳
地
区
生
徒
児
童
の

「
通
り
音
頭
」、
森
岳
歌
舞
伎

に
よ
る
「
絵
本
太
閤
記 

九

段
目
組
打
ち
の
場
」
の
上
演

で
初
日
を
終
え
ま
し
た
。

　

19
日
は
山
本
体
育
館
で
、
前

日
に
続
き
、
鮭
川
歌
舞
伎
が

「
白
浪
五
人
男 

稲
瀬
川
勢せ

い

揃ぞ
ろ

い

の
場
」
を
披
露
し
た
後
、
黒
沢

尻
歌
舞
伎
に
よ
る
「
伊
勢
音
頭

恋
の
刃
」、
そ
し
て
森
岳
歌
舞

伎
「
一い

ち
の
た
に谷

嫩ふ
た
ば

軍ぐ
ん

記き 

あ
ば
ら
屋

の
段
」
が
オ
オ
ト
リ
を
つ
と
め

ま
し
た
。　

　

２
日
間
の
公
演
で
訪
れ
た

１
７
０
０
名
の
来
場
者
は
、
笑

い
や
緊
迫
し
た
迫
力
の
場
面
を

い
き
い
き
と
演
じ
た
４
団
体
の

歌
舞
伎
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
公
演
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
伝
統
文
化
財
で
あ
る
地

歌
舞
伎
を
多
く
の
方
に
伝
え
る

こ
と
が
出
来
た
だ
け
で
な
く
、

東
北
の
歌
舞
伎
が
競
演
す
る
こ

と
に
よ
り
交
流
も
生
ま
れ
、今

後
の
保
護
・
保
存
活
動
に
も
生

か
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

２
年
間
の
準
備
期
間
を
も
っ

て
成
功
を
成
し
遂
げ
た
森
岳
歌

舞
伎
保
存
会
に
満
場
の
拍
手
が

お
く
ら
れ
閉
幕
と
な
り
ま
し

た
。
関
係
者
の
み
な
さ
ん
、
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

森岳子ども歌舞伎「青
あおとぞうしはなのにしきえ

砥稿花紅彩画 白浪五人男」

長信田太鼓

黒沢尻歌舞伎 山五十川歌舞伎 鮭川歌舞伎

通り音頭

じゅんさい音頭

森岳歌舞伎「絵本太閤記　九段目組打ちの場」

森岳歌舞伎　一谷嫩軍記 あばら屋の段

　10月18・19日の２日間、森岳歌舞伎と山形県の鮭川歌
舞伎（さけがわ・鮭川村）、山五十川歌舞伎（やまいらがわ・
鶴岡市）、岩手県から黒沢尻歌舞伎（くろさわじり・北上市）
の３団体を招き、「地歌舞伎の祭典」が行われました。
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一般会計の実質収支は２億２千万円余の黒字決算
　平成25年度会計決算が９月定例会で認定されました。一般会計決算額は、歳入が118億1,527万２千円で、歳出が
113億6,094万８千円、差し引き４億5,432万４千円でした。このうち、翌年度への繰越財源分２億2,845万円を控除
した、実質収支は２億2,587万４千円の黒字決算となりました。
　歳入は、基盤整備事業の実施等による国庫支出金の増額や、琴丘地域拠点センター建設事業の実施等による町債の
増額により、前年度より約12億１千万円、11.4％増加しました。
　一方、歳出は、琴丘地域拠点センター建設等による投資的事業費の増額により、前年度より約10億５千万円、
10.2％増加しました。

◆平成25年度一般会計決算
歳　入

歳　入　名　称 決　　算　　額 構成比
町 税 14億2,172万7千円 12.0%
使用料・手数料・負担金等 2億1,637万8千円 1.8%
繰 越 金 2億9,608万5千円 2.5%
繰入金・財産収入等 8億9,390万7千円 7.6%
地 方 譲 与 税 等 3億2,184万5千円 2.7%
地 方 交 付 税 55億7,698万9千円 47.2%
国 庫 支 出 金 10億9,822万1千円 9.3%
県 支 出 金 7億4,922万円　　 6.4%
町 債 12億4,090万円　　 10.5%
歳 入 合 計 118億1,527万2千円 100.0%

●自主財源（23.9％）
　町が自主的に収入できる財源のことで、町税、使用料・手数料、分担金・負担金、繰越金などがあります。この
割合が高いほど財政が安定し、自主的な事業をより多く行うことができます。
●依存財源（76.1％）
　国や県から交付されたり、割り当てられたりする財源のことで、地方交付税、国庫支出金、県支出金、町債など
があります。

歳　出　　（目的別）
歳出目的名称 決　　算　　額 構成比

総 務 費 16億8,738万1千円 14.9%
民 生 費 26億1,796万4千円 23.0%
衛 生 費 5億8,793万円　　 5.2%
農 林 水 産 業 費 10億　408万2千円 8.8%
商 工 費 4億2,900万9千円 3.8%
土 木 費 7億9,460万3千円 7.0%
消 防 費 4億9,980万8千円 4.4%
教 育 費 9億3,331万1千円 8.2%
公 債 費 13億6,358万1千円 12.0%
諸 支 出 金 11億6,883万9千円 10.3%
議 会 費・ 労 働 費 等 2億7,444万円　　 2.4%
歳 出 合 計 113億6,094万8千円 100.0%

◆歳出性質の説明
●義務的経費（36.5％）
　人件費、扶助費、公債費など必ず必要となるお金のことで、この割合が低いほど行政サービスなどに多くのお
金を使えます。
　人件費とは、職員の給料や議員の報酬などにかかるお金のことです。扶助費とは、子どもや高齢者、障がい者
などの生活支援にかかるお金のことです。公債費とは、町の借金の返済にかかるお金のことです。

●投資的経費（15.7％）
　建設事業に使うお金のことで、道路や学校、情報通信網整備などの公共施設の整備や災害復旧工事のことです。
●その他の経費（47.8％）
　物件費とは、町の業務のうち、賃金、旅費、需用費、委託料、備品購入費などにかかるお金のことです。補助
費等とは、各種団体への補助金・負担金や、消防・ごみ処理など広域組合等への負担金にかかるお金のことです。
繰出金とは、一般会計から特別会計へ支出されるお金のことです。維持補修費とは、公共施設の修繕や除排雪に
かかるお金のことです。積立金とは、町の基金（貯金）に積み立てるお金のことです。貸付金とは、高齢者住宅
整備資金など住民への特定目的の貸付金や、商工業や勤労者金融に対する貸付金の原資にかかるお金のことです。

平成25年度決算報告

歳入合計

118億
1,527万2千円依

存

財
源（76.1％）

自主財源（
23.9％

）

町税（12.0%）
14億2,172万
7千円

町税（12.0%）
14億2,172万
7千円

使用料・手数料・負担金等（1.8%）
2億1,637万8千円

繰越金（2.5%）
2億9,608万
5千円

繰入金・
財産収入等（7.6%）
8億9,390万7千円

繰入金・
財産収入等（7.6%）
8億9,390万7千円

地方譲与税等（2.7%）
3億2,184万5千円

県支出金（6.4%）
7億4,922万円

町債（10.5%）
12億4,090万円

地方交付税（47.2%）
55億7,698万9千円
地方交付税（47.2%）
55億7,698万9千円

国庫支出金（9.3%）
10億9,822万1千円
国庫支出金（9.3%）
10億9,822万1千円

歳出合計

113億
6,094万8千円

そ
の
他
（
47.8％）

義務（
36.5％

）

人件費（14.8%）
16億8,296万5千円

公債費（12.0%）
13億6,283万円

普通建設事業（15.1%）
17億1,238万3千円

補助費等（11.4%）
12億9,961万8千円

人件費（14.8%）
16億8,296万5千円

公債費（12.0%）
13億6,283万円

普通建設事業（15.1%）
17億1,238万3千円物件費（11.0%）

12億4,699万1千円

維持補修費（1.6%）
1億8,184万1千円

積立金（10.3%）11億6,603万1千円積立金（10.2%）11億6,603万1千円

貸付金（1.6%）1億8,500万円

災害復旧事業（0.6%）6,357万4千円

投資（15.
7％
）

補助費等（11.4%）
12億9,961万8千円

扶助費（9.7%）
10億9,739万8千円
扶助費（9.7%）
10億9,739万8千円

繰出金（12.0%）
13億6,231万7千円
繰出金（12.0%）
13億6,231万7千円

（性質別）
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◆一般会計　平成25年度のおもな事業
◇琴丘地域拠点センター建設工事 4億5,494万7千円………………琴丘地域拠点センターの建設
◇再生可能エネルギー等導入事業 5,364万9千円………………太陽光発電設備を３中学校に設置
◇児童手当支給事業 2億147万円………………中学校修了までの子どもへの手当支給
◇外出支援サービス事業 1,610万3千円………………高齢者等の医療機関等への外出支援
◇高齢者世帯等除雪支援事業 1,108万5千円………………高齢者世帯等の除雪に係る費用の助成
◇成人病予防事業 3,025万4千円………………各種健（検）診、健康教室、健康相談
◇地域雇用創出推進事業 3,607万2千円………………町単独による雇用対策（新規雇用奨励事業ほか）
◇地域振興商品券発行助成事業 528万5千円………………プレミア付き商品券の発行助成
◇農業体質強化基盤整備促進事業 2億1,225万5千円………………農地の区画拡大、暗

あん

渠
きょ

整備
◇農業水利施設保全合理化事業 2億4,171万2千円………………老朽化した水利施設の補修事業
◇消防施設整備事業 2,085万3千円………………消防ポンプ自動車、消防小屋等の整備
◇道路維持事業 1億963万3千円………………交通の安全確保対策
◇住宅リフォーム助成事業 1,704万2千円………………住宅リフォーム工事を行った世帯への一部助成
◇小学校耐震改修事業 1億2,899万3千円………………琴丘、湖北、浜口小の耐震補強工事
◇小・中学校大規模改修事業 1億6,166万4千円………………金岡小、山本中校舎の改修工事
◇合併振興基金積立事業 2億3,000万円………………合併特例債を活用した基金の積立

◆町民１人当たりの家計簿（平成25年度一般会計決算）　※決算額を人口で割り、１人当たりを家計に例えたものです。
　下表の家計簿を見ると、給料やパート収入などの自己資金だけでは、毎月必ずかかる経費（食費や医療費、ロー
ン返済）をまかないきれず、親からの援助や新たなローンに頼らなければならない状況です。今後もローンの返済
は続きますが不況の影響などで給料や親からの援助が減り、一方で医療費等が増えていくことが予想されます。こ
のため収入に見合った生活設計の見直しが必要です。

収　　　　　　　入 支　　　　　　　出
給料（町税） 7万7,209円 食費（人件費） 9万1,396円
パート収入（使用料・手数料、負担金、諸収入等） 3万6,391円 医療費（扶助費） 5万9,596円
定期預金の解約（繰入金） 2万3,905円 ローン返済（公債費） 7万4,011円
前月からの繰越（繰越金） 1万6,079円 住宅増改築工事（投資的経費） 9万6,446円
小計（自己資金） 15万3,584円 生活費（光熱水費など）（物件費、補助費等） 13万8,297円
親からの仕送り（地方交付税、国県支出金等） 42万　673円 家の修繕・除雪（維持補修費） 9,875円
ローン借入（町債） 6万7,389円 子どもへの仕送り（繰出金） 7万3,983円
小計（依存資金） 48万8,062円 貯金（積立金、貸付金等） 7万3,370円
　合　　　　　計 64万1,646円 　合　　　　　計 61万6,973円

翌月への繰越 2万4,673円
貯金残高 22万　464円
借入金残高 58万1,138円

◆平成25年度特別会計決算
会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 差引額 主　な　事　業　内　容

国 民 健 康 保 険 事 業 2,713,710 2,549,415 164,295 国民健康保険の円滑な運営費
後 期 高 齢 者 医 療 172,536 172,326 210 後期高齢者医療の円滑な運営
簡 易 水 道 事 業 226,339 223,019 3,320 琴丘・八竜地域の簡易水道区域の維持管理事業
公 共 下 水 道 事 業 583,947 577,081 6,866 三種町公共下水道区域の維持管理事業
農 業 集 落 排 水 事 業 174,605 174,481 124 三種町農業集落排水区域の維持管理事業
介 護 保 険 事 業 2,667,206 2,652,083 15,123 介護保険の円滑な運営
介 護 サ ー ビ ス 事 業 28,002 26,318 1,684 介護予防・配食サービス事業等の運営費
衛 生 処 理 事 業 26,526 22,821 3,705 三種町斎場「清華苑」の維持運営費
温 泉 事 業 24,917 23,528 1,389 森岳温泉の維持管理事業
国民健康保険診療施設 0 0 0 琴丘診療所の運営（休止中）

（単位：千円）

一般会計決算を分かりやすく家計簿にしてみました

※三種町人口　18,414人（平成26年３月31日現在）
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◆平成25年度水道事業決算
区　　　　分 歳入決算額 歳出決算額 差　引　額 主　な　事　業　内　容

収 益 的 収 入・ 支 出 122,009 147,359 △ 25,350 山本地域の上水道維持管理事業
資 本 的 収 入・ 支 出 61,971 114,498 △ 52,527 山本地域の上水道施設整備、借入金元金償還

（単位：千円）

※不足額は過年度分損益勘定留保資金で補てんしました。

三種町の財政健全化判断比率等の公表について
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、平成25年度決算による町の健全化判断比率と資金不足比
率を公表します。
　健全化判断比率は【１表】のとおり、全て国の定める基準を下回っており、健全な段階となっています。
　資金不足比率は【２表】のとおり、全ての事業で国が定める基準を下回っており健全段階となっています。

【１表】健全化判断比率 （単位：％）

指 標 区 分 H25年度 H24年度 早期健全
化 基 準

財政再生
基　　準

実質赤字比率 － － 13.95 20.0
連結実質赤字比率 － － 18.95 30.0
実質公債費比率 13.5 15.7 25.0 35.0
将来負担比率 32.8 52.1 350.0

※各指標は数値が低いほど良い。
※実質・連結実施赤字額がない場合は、「－」で表示します。

【２表】資金不足比率 （単位：％）

公営企業の名称 Ｈ25年度 Ｈ24年度 経営健全
化 基 準

水 道 事 業 － － 20.0
簡 易 水 道 事 業 － － 20.0
公共下水道事業 － － 20.0
農業集落排水事業 － － 20.0
温 泉 事 業 － － 20.0
※資金不足額がない場合は、「－」で表示します。

◆三種町の基金（貯金）（平成26年３月31日現在）

（単位：千円）
　一般会計と特別会計を合わせた基金の
総額は、41億297万６千円です。一般会
計では、使途が限定されていない財政調
整基金が平成25年度中に約３億７千万
円増加し、27億８千万円程の残高となっ
たほか、減債基金及び合併振興基金の積
み増しにより、約７億３千万円の増加と
なっています。また、特別会計では、介
護保険事業基金及び農業集落排水事業基
金の取り崩しにより約３千万円減少して
います。
　町民１人当たりでは総額で22万2,818
円の残高となっています。

会　計 区　　　分 H25年度末 H24年度末 増　　減

一般会計

財 政 調 整 基 金 2,782,247 2,407,779 374,468
減 債 基 金 470,326 346,132 124,194
その他特定目的基金 691,464 460,607 230,857
定 額 運 用 基 金 115,582 114,582 1,000

計 4,059,619 3,329,100 730,519

特別会計

国民健康保険事業基金 18,048 18,042 6
介 護 保 険 事 業 基 金 11 23,191 △　23,180
簡 易 水 道 事 業 基 金 6,000 0 6,000
温 泉 事 業 基 金 1 1 0
農業集落排水事業基金 19,297 32,325 △　13,028

計 43,357 73,559 △　30,202
合　　　　計 4,102,976 3,402,659 700,317

町民１人当たり（単位：円） 222,818円 180,819円 4万1,999円

41億297万６千円（７億31万７千円の増）基金合計額

　一般会計と特別会計を合わせた町債残
高の総額は、194億2,153万円です。一
般会計では、拠点センター建設事業に係
る借り入れ等により、一般会計総額で
は約３百万円増額となっています。ま
た、特別会計では、新たな事業による借
り入れが無かったことから、総額で約
４億２千万円の減額となっています。
　町民１人当たりでは総額で105万
4,715円の残高となっています。

◆三種町の町債（借金）（平成26年３月31日現在）

（単位：千円）
194億2,153万円（４億1,713万１千円の減）町債残高

※町債の中には、後年度に国が財源補てんしてくれる地方債があります。代表的なものとしては臨時財政対策債
が100%、過疎対策事業債が70%、後年度の元利償還金に対して、地方交付税として町に交付されます。

会　計 区　　　分 H25年度末 H24年度末 増　　減

一般会計

臨 時 財 政 対 策 債 4,914,424 4,919,993 △　  5,569
過 疎 対 策 事 業 債 953,935 917,857 36,078
そ の 他 の 地 方 債 4,832,725 4,859,831 △　27,106

計 10,701,084 10,697,681 3,403

特別会計

簡 易 水 道 事 業 1,238,671 1,352,666 △ 113,995
公 共 下 水 道 事 業 5,433,303 5,630,940 △ 197,637
農 業 集 落 排 水 事 業 1,410,990 1,443,438 △　32,448
介 護 保 険 事 業 13,333 26,667 △　13,334
水 道 事 業 624,149 687,269 △　63,120

計 8,720,446 9,140,980 △ 420,534
合　　　　計 19,421,530 19,838,661 △ 417,131

町民１人当たり（単位：円） 1,054,715円 1,054,239円 476円

広報 みたね
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特
設
人
権
相
談
所
開
設

人
権
擁
護
委
員
の
退
任

及
び
新
任
委
員
の
ご
紹
介

職　
　

種　

保
育
園
臨
時
保
育
士

勤
務
形
態

　

週
６
日
（
月
〜
土
曜
日
）

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
施
設
の
勤
務
割
振
り
に
よ
り
調
整
有

勤
務
地　

公
立
保
育
園

募
集
人
員　

４
名

給
与
支
給
形
態　

日
額

支
給
額　

７
０
０
０
円

加
入
保
険
・
手
当

社
会
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保

険
・
労
災
・
通
勤
手
当

雇
用
期
間　

12
月
１
日
〜
３
月
31
日

　
　
　
　
　
来
年
度
も
継
続
し
て
雇
用

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

必
要
資
格　

保
育
士
資
格

募
集
締
切

11
月
21
日

応
募
方
法　

申
込
み
先
に
備
え
付
け

の
応
募
用
紙
に
記
入
の
上
、郵
送（
締

切
日
必
着
）
ま
た
は
持
参

選
考
方
法　

面
接
に
よ
る

面
接
日
時　

後
日
連
絡

面
接
場
所　

三
種
町
役
場　

会
議
室

選
考
結
果　
後
日
、
郵
送
に
よ
り
通
知

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

☎
８
５
―
２
１
９
０

秋田地方法務局能代支局
（☎54－4111）では、
平日８時30分～17時15
分まで人権相談を受け付
けています。お気軽にご
利用ください。

相談は無料で
秘密は厳守します。

　

次
の
日
程
に
よ
り
特
設
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

　

近
隣
と
の
争
い
ご
と
、
名
誉
や
信
用

を
傷
つ
け
ら
れ
た
、
押
し
つ
け
や
嫌
が

ら
せ
、
結
婚
や
就
職
時
の
不
当
な
差
別
、

い
じ
め
、
登
記
問
題
な
ど
。
困
り
ご
と

や
悩
み
ご
と
等
を
抱
え
て
い
る
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
７
日　

10
時
〜
15
時

と
こ
ろ

山
本
公
民
館

人
権
擁
護
委
員

板
倉　
孝
子
、
田
中　
宣
夫
、
千
葉　
聡

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課　

町
民
係

☎
８
５
―
４
８
２
５

10
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
人
権
擁
護

委
員
の
２
名
の
方
が
退
任
さ
れ
、
法
務

大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

長
い
間
人
権
擁
護
活
動
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
た
に
２
名
の
方
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
退
任
委
員

　
　

篠　

田　

健　

三

　
　

近　

藤　

眞
喜
子

●
新
任
委
員

　
　

小　

山　

俊　

一
（
新
任
）

　
　

國　

柄　

春　

美
（
新
任
）

飲酒運転等の状況（運転者住居別結果）
９月中 H26累計

酒酔い運転 ０件 ０件
酒気帯び件数 ０件 ６件
飲酒事故（負傷）件数 ０件 ０件
飲酒事故（死亡）件数 ０件 ０件
交通死亡事故件数 １件 ２件
全県市町村順位（25市町村中）25位（前月24位）↓

飲酒運転は絶対やめましょう！

対
象
者

　

三
種
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

　

※
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

期　
　

間

　

12
月
１
日
〜
３
月
10
日

募
集
要
件

　

大
型
特
殊
自
動
車
免
許
を
保
有

し
、
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講

習
（
整
地
・
運
搬
等
）
を
修
了
し
て

い
る
こ
と
。

募
集
内
容

　

除
雪
作
業
員
：
１
名

　

主
に
上
岩
川
地
区
に
お
け
る
除
雪

作
業
（
大
型
特
殊
車
輌
の
運
転
）

募
集
期
日

　

11
月
14
日
ま
で

　

建
設
課
へ
履
歴
書
を
持
参
し
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
内

容
等
に
つ
い
て
は
建
設
課
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課　

☎
８
５
―
４
８
２
１

除
雪
作
業
員
募
集

保
育
業
務
従
事
者
募
集
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税
務
課
か
ら

納
期
限
の
お
知
ら
せ

◎
固
定
資
産
税（
４
期
）

12
月
１
日
が
納
期
限
で
す

※
口
座
振
替
の
方
は
残
高
確
認
を

お
願
い
し
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

賦
課
係

　

☎
８
５
―
４
８
２
８

　

11
月
か
ら
４
月
ま
で
の
期
間
は
、
可

燃
ご
み
の
収
集
が
週
１
回
と
な
り
ま

す
。

　

ご
み
収
集
日
程
表
を
ご
確
認
の
う

え
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課　

環
境
衛
生
係

　

☎
８
５
―
４
８
２
４

　

琴
丘
総
合
支
所　

地
域
生
活
係

　

☎
８
７
―
２
１
０
９

　

山
本
総
合
支
所　

地
域
生
活
係

　

☎
８
３
―
２
１
１
５

ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー

お
風
呂
休
業
延
長
の
お
知
ら
せ

　

機
械
設
備
修
繕
工
事
の
た
め
、
お
風

呂
の
営
業
を
お
休
み
し
て
い
ま
す
が
、

完
成
ま
で
工
事
が
延
長
に
な
り
ま
し

た
。

　

皆
様
に
は
、
大
変
ご
不
便
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
休
業
延
長
期
間　

　
　
　
　

11
月
１
日
〜
12
月
５
日

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

琴
丘
総
合
支
所　

地
域
生
活
係

☎
８
７
―
３
５
１
６

　

三
種
川
は
毎
年
の
よ
う
に
台
風
に
伴

う
大
雨
等
に
よ
っ
て
洪
水
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
町
で
は
、
三

種
川
沿
い
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、

そ
の
画
像
を
ネ
ッ
ト
配
信
お
よ
び
モ
ニ

タ
ー
監
視
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
を
配

置
し
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
も
確
認
で
き
ま
す
の
で
災
害
情
報
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

●
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジU

RL
http://w

w
w.tow

n.m
itane.akita.jp/

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課　

情
報
統
計
係

　

☎
８
５
―
４
８
１
７

　

三
種
町
で
は
秋
田
銀
行
と
「
子
育
て

支
援
な
ら
び
に
定
住
促
進
に
関
す
る
協

定
」を
締
結
し
、「
空
き
家
解
体
ロ
ー
ン
提

携
に
関
す
る
覚
書
」
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

協
定
に
基
づ
く
支
援
策
と
し
て
住
宅

ロ
ー
ン
に
「
子
育
て
支
援
特
別
金
利
」
を

導
入
。

　

ま
た
、
空
き
家
解
体
ロ
ー
ン
提
携
に

よ
り
、
三
種

町
空
き
家
解

体
費
補
助
金

の
交
付
が
決

定
さ
れ
た
方

に
、
本
ロ
ー

ン
に
お
い
て

特
別
金
利
を

適
用
す
る
も

の
と
し
て
い

ま
す
。

可
燃
ご
み
の

収
集
日
の
変
更
に
つ
い
て

三
種
川
監
視
カ
メ
ラ
運
用
開
始

映
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　
　
　
　
　
確
認
で
き
ま
す

三
種
町
と
秋
田
銀
行
が
住
み

よ
い
町
づ
く
り
に
向
け
連
携

県
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
個
人
事
業
税（
２
期
）

12
月
１
日
が
納
期
限
で
す

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
秋
田
県
税
事
務
所
納
税
部

　

収
納
管
理
課

　

☎
０
１
８
―
８
６
０
―
３
３
３
１

・
秋
田
県
総
合
県
税
事
務
所

　

山
本
支
所

　

☎
５
２
―
６
２
０
１

年末調整説明会のお知らせ
平成26年分の年末調整関係事務説明会を開催します。

と　　き　11月19日　受付開始　13：00
　　　　　　　　　　　説 明 会　13：30～15：30
と こ ろ　能代市文化会館　大ホール
対象地域　三種町・八峰町・藤里町・能代市
◆問い合わせ先　能代税務署　源泉所得税担当　☎52ー6111
　＊自動音声につながりますので、メッセージに従って「2」を選

択してください。

ここをクリック！

広報 みたね
mitane town
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建設工事の発注見通し 平成26年度（第２回）：平成26年10月１日

注１　これは、あくまでも、公表時点で工事の場所、概要等
の発注見通しが立っているものについて掲載したもの
であり、実際に発注する工事がこの掲載と異なったり、
ここに掲載されていない工事が発注される場合があり
ます。

　２　入札契約方式で「一般」は一般競争入札、「公募」は
公募型指名競争入札、「簡易公募」は簡易公募型指名
競争入札、「指名」は指名競争入札、「随契」は随意契
約です。

注：第１四半期（４月から６月）、第２四半期（７月から９月）、第３四半期（10月から12月）、第４四半期（１月から３月）

　３　「公表区分」欄の「新規」は今回新たに発注見通しを
公表したものを、「継続」は前回発注見通しを公表した
内容に変更がないものを、「変更」は前回発注見通しを
公表した内容に変更があるものを表します。
　尚、公表時点で既に入札公告（通常の指名競争入札
にあっては指名通知、随意契約にあっては見積書の徴
取）を行った工事については、掲載しておりません。

　４　発注見通しの公表は、原則として４月下旬及び10月
下旬に行うこととしておりますが、予算措置等の事情
からこれを変更する場合があります。

町の工事契約状況（工事名及び契約額、工期）
●ゆうぱる宿泊棟改修工事   
　成田建設㈱本店 153,360,000円 9/25～2/27
●農地農業用施設災害復旧事業　12－129号工事  
　嶋工建設工業㈱三種本店 16,135,200円 9/19～3/6
●農地農業用施設災害復旧事業　12－141号工事  
　㈱石川組 7,128,000円 9/19～12/19
●農地農業用施設災害復旧事業　12－109号工事  
　成田建設㈱本店 3,207,600円 9/19～12/19
●山本中央幹線防雪柵改修工事   
　カネコビルド㈲ 5,108,400円 9/25～12/30
●河川災害復旧工事　25災409号   
　㈲田中土木 4,212,000円 9/19～12/30
●追泊萱刈沢３号線舗装補修工事   
　成田建設㈱本店 11,286,000円 9/26～11/28
●牛沢山口線舗装補修工事   
　嶋工建設工業㈱三種本店 5,270,400円 9/26～11/28
●森岳昼寝線舗装補修工事   
　㈲大村土木 2,678,400円 9/25～11/28

●林道　井戸下田線災害復旧工事   
　㈱昇和 6,264,000円 9/18～12/5
●ゆめっぴいトイレ増築工事   
　石井建業 9,257,760円 9/30～12/18
●林道　琴丘稜線災害復旧工事  
　畠山建設㈱ 14,472,000円 10/2～12/10
●林道　第一百川線災害復旧工事 
　㈲三勝建機 5,169,960円 10/2～12/5
●林道　井戸下田線舗装及び法面復旧工事  
　㈲田中土木 4,714,200円 10/2～12/5
●役場西線道路改良工事   
　㈱昇和 5,896,800円 10/17～12/24
●鹿渡幹線側溝改良工事（新屋敷地区） 
　㈱昇和 4,440,960円 10/17～12/10
●山本浄水場送水流量計設置工事   
　工藤電気工事㈱ 3,272,400円 10/4～12/26
●新八竜住宅屋根葺き替え工事
　藤原工務店 15,135,120円 10/2～2/20

No. 入札契約方　　式 工事の場所 工事の名称 工事の
種　別 工事の概要 工事期間

（ヶ月）
入札予定
時　　期 主管課 公表

区分

1 指名 鹿渡字北牛渕地内 農地農業用施設災害復旧事業 土木 ため池復旧工 5 第３四半期 農林課 変更　12－103工事

2 指名 上岩川字才の神地内 農地農業用施設災害復旧事業 機械器具
設置 ゲート機械工 5 第３四半期 農林課 変更　12－104工事

3 指名 下岩川字百騎台地内 農地農業用施設災害復旧事業 土木 ため池復旧工 4 第３四半期 農林課 変更　12－107工事

4 指名 森岳字山口地内 農地農業用施設災害復旧事業 土木 ため池復旧工 5 第３四半期 農林課 変更　12－110工事

5 指名 豊岡金田字下中沢地内 農地農業用施設災害復旧事業 土木 ため池復旧工 5 第３四半期 農林課 変更　12－132工事

6 指名 下岩川字田屋地内 農地農業用施設災害復旧事業 土木 水路復旧工 5 第３四半期 農林課 新規　Ａ－15工事

7 指名 下岩川字田屋地内 農地農業用施設災害復旧事業 土木 ため池復旧工 5 第３四半期 農林課 新規　Ａ－16工事

8 指名 下岩川字達子地内 農地農業用施設災害復旧事業 土木 ため池復旧工
道路補修工 5 第３四半期 農林課 新規　Ａ－17工事

9 指名 下岩川字小町地内 農地農業用施設災害復旧事業 土木 ため池復旧工 5 第３四半期 農林課 新規　Ａ－18工事

10 指名 志戸橋字熊沢地内 農地農業用施設災害復旧事業 土木 水路工
道路補修工 5 第３四半期 農林課 新規　Ａ－19工事

11 指名 森岳字東堤沢地内 東堤沢地内集落排水路整備事業 土木 水路工 2 第３四半期 農林課 新規

公表時期

平成26年11月 10



年金
だより

納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！

◆問い合わせ先　　　
  秋 田 年 金 事 務 所　☎018－865－2399　健康推進課国保年金係　☎0185－85－2137　
  琴丘総合支所地域生活係　☎0185－87－3516　山本総合支所地域生活係　☎0185－83－2115

国民年金受給予定者を対象にした相談を年金窓口で
行っています。お気軽にご相談ください。

年金
だより

「社会保険料（国民年金保険料）
　　　   　控除証明書」が発行されます
年末調整・確定申告まで大切に保管を！

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合と
同様に、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成26年１月から12月までに納められた保険料の全額です。過去の年度
分や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけではなく、配偶者やご家族（お子様等）の負担すべき国民年金保険料を
支払っている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、平成26年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年末
調整や確定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要とな
ります。
　このため、平成26年１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付された方には、11月
上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られますので、申告書の
提出の際には必ずこの証明書または領収証書を添付してください。（平成26年10月１日から12月31
日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を納められた方へは、翌年の２月上旬に送られます。）
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い味方となる
制度です。保険料は納め忘れのないようキチンと納めましょう。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除証明書のはがきに表示さ
れている番号にお問い合わせください。

《ねんきん定期便・ねんきんネット等専用ダイヤル》
　0570－058－555（ナビダイヤル）
　050から始まる電話でおかけになる場合は03－6700－1144
　●自動音声でご案内します。自動音声案内に従って「３」を押してください。

《受付期間》
　平成26年11月４日（火）～平成27年３月16日（月）
《受付時間》
　●月～金曜日  午前９：00～午後７：00　 ●第２土曜日  午前９：00～午後５：00
　＊祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～１月３日はご利用いただけません。
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11
月
８
日
は
、い
い
歯
の
日
で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
美
味
し
く
、
そ
し
て
、

楽
し
く
食
事
を
と
る
た
め
に
口
の
中
の

健
康
を
保
て
る
よ
う
、
年
に
一
度
は
歯

周
疾
患
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

町
の
歯
科
検
診
を
受
け
た
方
の
中
か

ら
「
60
歳
で
24
本
以
上
」、「
70
歳
で
22

本
以
上
」
の
自
分
の
歯
を
保
っ
て
い
る

方
々
を
毎
年
3
月
に
行
っ
て
い
る
『
歯

科
表
彰
式
』
で
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
こ
の
機
会
に
検
診
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
検
診
対
象
者  

　

検
診
日
に
三
種
町
に
住
所
が
あ

り
、
年
度
内
に
30
歳
以
上
の
方

●
検
診
期
間　

11
月
30
日
ま
で

※
各
歯
科
医
院
の
休
診
日
は
除
く

●
検
診
料
金　

無　

料

※
検
診
後
の
治
療
等
に
つ
い
て
は
、

自
己
負
担

●
検
診
対
象
者

　

三
種
町
内
に
住
所
が
あ
り
年
度
内
に

30
歳
以
上
の
方
で
、
今
年
度
ま
だ
大
腸

が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方

●
実
施
日　

11
月
28
日

●
会　
　

場　

三
種
町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時

●
検
診
料
金　

５
０
０
円

　

ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の
方
は
無

料
で
す
。

※
事
前
に
お
送
り
す
る
受
診
票
を
も
れ

な
く
記
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
提

出
は
代
理
の
方
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

※
時
間
内
に
提
出
で
き
な
い
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　

 

11
月
10
日

※
申
し
込
み
の
方
に
受
診
票
と
採
便

容
器
を
送
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
８
３
―
５
５
５
５

●
検
診
場
所　
【
指
定
医
療
機
関
】

　

嶋
田
歯
科
医
院

　

☎
８
３
―
３
３
１
８

　

佐
藤
歯
科
医
院

　
　
　
　

☎
８
７
―
２
４
５
３

　

八
竜
歯
科
医
院

　
　
　
　

☎
８
５
―
３
１
１
７

●
検
診
内
容  

　

口
の
中
の
健
康
状
態
を
確
認
し
ま

す
。

　

歯
の
本
数
や
歯
肉
の
状
態
等
か
ら

む
し
歯
や
歯
周
病
の
確
認
を
し
、
予

防
や
治
療
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
指

導
を
行
い
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法　

　
【
指
定
医
療
機
関
】
に
、
直
接
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
８
３
―
５
５
５
５

２
日
分
の
便
を
提
出
す
る
簡
単
な
方
法
で
す
。

便
潜
血
反
応
検
査
２
日
法

大
腸
が
ん
追
加
検
診
の
お
知
ら
せ

  今年最後の
集団検診です！

★
大
腸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
ま
だ
使
用
し
て
い
な
い
方

に
、
個
別
に
電
話
で
受
診
を
お

勧
め
す
る
コ
ー
ル
・
リ
コ
ー
ル

事
業
を
行
い
ま
す
。

　

秋
田
県
総
合
保
健
事
業
団

が
ん
検
診
コ
ー
ル
・
リ
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
８
―

８
８
４
―
５
５
３
１
）
か
ら
電

話
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
の
お

勧
め
を
し
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

歯
周
疾
患
検
診
は
も
う
お
済
み
で
す
か
？

〜
歯
周
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

欠
か
せ
な
い
歯
周
疾
患
検
診
〜

50
％
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＊
と　

き　

11
月
18
日　

　
10
時
30
分
〜
15
時
30
分（
受
付
10
時
〜
）

＊
と
こ
ろ　

八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー

＊
参
加
対
象  

三
種
町
に
お
住
ま
い
の
方

・
地
域
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
実
践
し
て
い
る
方

・
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関

心
の
あ
る
方

＊
内　

容　
　

　
 

講 

義

　
『
災
害
時
の
救
援
活
動
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
地
域
の
実
情
』

　

 

演 

習　

　
『
災
害
初
期
の
地
域
に
お
け
る
支

援
活
動
』

＊
講　

師　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

に
い
が
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長   

李り  

仁じ
ん
て
つ鉄 

氏

＊
参
加
費　

無
料

※
昼
食
希
望
の
方
は
有
料
と
な
り

ま
す
。

＊
申
込
方
法

　
　

11
月
７
日
ま
で
に
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ

な
ど
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

社
会
福
祉
協
議
会
ふ
れ
あ
い
あ
ん

し
ん
セ
ン
タ
ー

　

 　
　
　
☎
８
３
―
４
８
６
１

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
８
３
―
５
１
１
５

平
成
26
年
度

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動  

実
践
研
修
会

　

い
つ
で
も
患
者
さ
ん
に
血
液
を

お
届
け
で
き
る
よ
う
、
定
期
的
な

献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

 

八
竜
地
域　

11
月
13
日  

○
三
種
消
防
署

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
11
時

○
浜
口
地
区
館

　
　
　
　
　

12
時
30
分
〜
13
時
15
分

○
八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

14
時
〜
16
時
30
分

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー  

☎
８
３
―
５
５
５
５

～ 悩まずお気軽にご相談ください！ 専門の相談員が対応します ～

保健センターが開催する11月の無料相談会のお知らせ

お金に関する何でも相談会 心の健康相談会

実 施 日 11月29日 11月17日

会 　 場 琴丘地域拠点センター 琴丘地域拠点センター

受 付 時 間 13時～16時まで 13時～16時まで

申し込み方法
※原則　予約制ですが、当日のお申し込みでも結構です。
　当日の場合は順番によりお待ちいただく場合があります。

予 約 先 三種町保健センター（☎83－5555　FAX 83－3857）

秋田なまはげの会 臨床心理士

・借金や債務のこと
・相続の事
・年金の事
・成年後見制度など
　　　　　お金に関すること

・自分や家族の病気の事
・人間関係やストレス
・誰かに自分の気持ちを聞いてほしい
・精神疾患の方お話聞きます
・物忘れに関すること

献
血
に

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

広報 みたね
mitane town
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初めての方にも、
丁寧にお教え
致します。

アルバイト募集中！

（株）木村食品工業五城目工場 018-855-1222

◆勤務内容/食品加工作業
◆資　　格/18歳以上（未経験者可） 
◆勤務時間/●am8:30～pm5:00
　　　　　 ●am8:30～pm4:30
　　　　　 ●am8:30～pm4:00

◆休　　日/日曜・祭日・他

【応募方法】

（上記の３つの中から選択して下さい）

※当社のカレンダーによります。

（担当/伊藤）

11月1日～勤務して頂ける方募集中です。

電話連絡の上、履歴書（写真
添付）持参下さい。

【
電
話
】

広告

と　き 11月９日　９時30～15時30分
ところ　八竜改善センター
◆問い合わせ先　ふれあいマーケット開催事務局 加藤
　　　　　　　　☎85ー3286

　

消
費
税
増
税
に
伴
う
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
市
町
村
民
税
非
課
税

の
方
に
支
給
さ
れ
る
臨
時
福
祉
給
付
金

に
つ
い
て
は
、
該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ

る
方
が
た
に
対
し
８
月
上
旬
に
町
か
ら

申
請
書
を
郵
送
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ

る
約
５
千
人
の
方
の
う
ち
、
８
割
の
方

が
た
が
申
請
を
完
了
し
て
い
る
わ
け
で

す
が
、
約
千
人
の
方
が
た
に
つ
い
て
は

未
申
請
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
初
、

10
月
い
っ
ぱ
い
を
も
っ
て
申
請
受
付
を

終
了
す
る
予
定
で
お
り
ま
し
た
が
、
長

期
不
在
だ
っ
た
方
、
送
付
さ
れ
た
書
類

を
紛
失
さ
れ
た
方
、
送
付
さ
れ
た
こ
と

に
も
気
づ
い
て
い
な
い
方
な
ど
多
数
存

在
す
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
12
月
末

ま
で
申
請
期
間
を
延
長
し
給
付
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
町
で
は
、
未
申
請
の
方
が
た
に

対
し
申
請
書
提
出
の
お
知
ら
せ
等
を
行

う
予
定
で
す
が
、
申
請
忘
れ
に
気
づ
い

て
い
る
場
合
は
、
お
早
め
に
申
請
手
続

き
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

な
お
、
高
齢
者
の
方
で
年
金
等
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
加
算
金

が
つ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、「
老
齢

厚
生
年
金
」「
障
害
厚
生
年
金
」「
遺
族

厚
生
年
金
」「
退
職
共
済
年
金
」「
障
害

共
済
年
金
」「
遺
族
共
済
年
金
」
の
い

ず
れ
か
の
み
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に

関
し
て
は
、
今
回
加
算
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　

４
月
以
降
に
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方

で
非
課
税
と
な
っ
た
方
は
該
当
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
判
定
に
つ
き
ま

し
て
は
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
一
括
処
理

を
行
っ
た
関
係
で
、
３
月
末
頃
ま
で
に

申
告
さ
れ
た
方
の
み
判
定
が
完
了
し
て

お
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
４
月
以
降
に
申

告
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
本
人
か
ら

の
申
し
出
が
あ
り
次
第
、
処
理
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

市
町
村
民
税
非
課
税
と
な
っ
た
方
に

つ
い
て
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給

対
象
者
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
未
だ
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い
と

い
う
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
福
祉
課

福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
福
祉
係

☎
８
３
―
２
１
９
０

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
期
限
を
延
長
し
ま
す

　八竜遺族会の相原髙英さん（鵜川）が、永年にわたっ
て援護事業に尽力された御功績が認められ、本年度
の秋田県遺族連合会評議員会の席上において表彰さ
れました。
　心よりお祝い申し上げますと共に、今後も援護事
業にご活躍されますようご期待いたします。

相原髙英さんが
秋田県援護事業功労者

知事表彰を受賞

秋田県遺族連合会評議員会

ふれあいマーケット
～三種町手をつなぐ育成会～

第７回

　地域住民とのふれあいを通して、知的障がい児・者との輪を
広げることを目的に、今年もフリーマーケットを開催します。
木工品、カーテン地、布小物、雑貨類、野菜、手作りお菓子等
多数出品します。皆さまのご来場を、スタッフ一同心よりお待
ちしております。

平成26年11月 14



対
し
ま
し
て
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
他
、
今
回
の
国
文
祭
開
催
に
あ

た
り
ま
し
て
は
各
界
・
各
層
の
皆
々
様

に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
本
町
が
〝
心
ふ

れ
あ
う
協
働
の
ま
ち
〞
と
な
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
寒
く
な
り
ま
す

が
、
風
邪
な
ど
引
か
な
い
よ
う
今
月
も

お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。

　

木
々
の
紅
葉
も
一
層
鮮
や
か
に
な

り
、
秋
も
深
ま
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ま

た
、
10
月
４
日
か
ら
は
国
民
文
化
祭
が

県
内
全
域
で
始
ま
り
ま
し
た
。
国
文
祭

は
文
化
の
国
体
と
も
言
わ
れ
、
伝
統
芸

能
か
ら
現
代
美
術
ま
で
、
趣
向
を
凝
ら

し
た
１
１
０
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

国
文
祭
初
日
の
10
月
４
日
、
県
立
武

道
館
で
皇
太
子
殿
下
ご
臨
席
の
下
、
開

会
式
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
あ
り
ま
し
た
。
歌
手
藤
あ
や
子
さ

ん
の
草
刈
り
唄
や
秋
田
お
ば
こ
も
よ

か
っ
た
で
す
が
、
私
は
特
に
、
根
子
番

楽
と
大
仙
市
出
身
の
ダ
ン
サ
ー
で
い
ろ

ん
な
賞
を
受
賞
し
て
活
躍
し
て
い
る
池

田
美
佳
さ
ん
と
の
共
演
を
素
晴
ら
し
い

と
感
じ
ま
し
た
。
伝
統
芸
能
は
い
ろ
い

ろ
し
き
た
り
が
厳
し
い
と
聞
い
て
い
ま

し
た
か
ら
、
よ
も
や
創
作
ダ
ン
ス
と
番

楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
る
こ
と

が
出
来
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

和
と
洋
の
垣
根
を
取
り
払
っ
た
、
ま

さ
に
国
文
祭
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
発

見
・
創
造
、
も
う
一
つ
の
秋
田
」
に
ふ

さ
わ
し
い
演
出
で
し
た
。
３
時
間
と
い

う
時
間
を
感
じ
さ
せ
な
い
、
２
千
５
百

人
の
観
衆
を
魅
了
し
た
素
晴
ら
し
い
舞

台
で
し
た
。
昨
今
、
人
口
減
少
だ
、
消

滅
自
治
体
だ
と
か
い
わ
れ
て
私
た
ち
は

ち
ょ
っ
ぴ
り
自
信
を
失
い
か
け
て
い
ま

し
た
が
、
ど
う
し
て
、
ど
う
し
て
秋
田

の
底
力
は
大
し
た
も
の
だ
と
大
い
に
感

じ
ま
し
た
。

　

本
町
で
開
催
さ
れ
た
キ
ル
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
も
大
盛
況
で
し
た
。
山
本
体

育
館
、
ふ
る
さ
と
文
化
館
合
わ
せ
て
全

国
か
ら
期
間
中
１
万
７
千
名
に
も
の
ぼ

る
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
本
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
開
催
に
あ
た
り
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
者
並
び
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
方
に
心
か
ら
感
謝
と
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
立

派
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
ま
し
た
の

も
旧
山
本
町
時
代
に
日
本
一
の
キ
ル
ト

緞
帳
が
町
民
の
皆
様
の
手
に
よ
り
作
ら

れ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
改
め
て
当
時

ご
苦
労
な
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
18･

19
日
に
開
催
さ
れ

た
地
歌
舞
伎
の
祭
典
は
、
秋
田
県
市
町

村
職
員
の
海
外
視
察
団
団
長
と
し
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
り
ま
し
た
の
で
残
念

な
が
ら
拝
見
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
と

て
も
素
晴
ら
し
い
内
容
だ
っ
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
関
係
各
位
の
ご
努
力
に

想

町
長　

三　

浦　

正　

隆

「
国
民
文
化
祭
」

　

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
・

ご
提
言
を
町
政
運
営
の
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
た
め
、「
町
長
へ
の
提

言
」
を
募
集
し
ま
す
。
用
紙
は
今

月
号
に
差
し
込
み
し
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｅ
メ
ー

ル
（kikaku@

tow
n.m
itane.

akita.jp

）
に
よ
る
提
言
も
随
時

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
ご
提
言

を
お
寄
せ
く
だ
さ
る
際
に
は
住

所
・
氏
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
後
日
、

町
長
が
直
接
回
答
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
、
町
政
運
営
に
役
立

つ
建
設
的
な
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
情
報
統
計
係

　

☎
８
５
ー
４
８
１
８

「
町
長
へ
の
提
言
」

を
募
集
！

首都圏秋田県人会連合会のみなさんと一緒に

森岳歌舞伎（国民文化祭「地歌舞伎の祭典」）

広報 みたね
mitane town
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◆問い合わせ先　能代山本広域市町村圏組合消防本部　通信指令室　☎52－3311

「119番通報」は落ち着いて正確に！

11月9日は「119番の日」
　わが国の消防は、昭和23年に自治体消防として発足しました。総務省消防庁では、消防に対する正しい
理解と認識を深め、防災意識の高揚と地域ぐるみの防災体制の確立に資することを目的として、昭和62年
より11月９日を「119番の日」と制定しています。

　

興
奮
し
て
場
所
の
説
明
が
で
き
な

か
っ
た
り
、「
ど
こ
に
い
る
か
分
か
ら

な
い
。」
ま
た
、「
早
く
来
て
下
さ
い
。」

だ
け
で
切
断
さ
れ
た
な
ど
、
災
害
場
所

を
確
定
す
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
、
出

場
が
遅
く
な
っ
た
と
い
う
事
例
が
多
く

あ
り
ま
す
。

◎
１
１
９
番
通
報
は
あ
わ
て
ず
、
正
確

に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
間
違
っ
た
住
所
や
場
所
を
通
報
さ
れ

る
と
、
消
防
隊
や
救
急
隊
は
災
害
現

場
に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

◎
状
況
を
詳
し
く
話
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
内
容
に
よ
っ
て
消
防
隊
ま
た
は

救
急
隊
が
迅
速
に
出
場
で
き
、
そ
の

態
様
に
応
じ
た
適
切
な
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
家
庭
で
は
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え

て
、
電
話
の
そ
ば
に
〔
住
所
・
名
前
・

目
標
・
電
話
番
号
〕
を
記
入
し
た
メ

モ
な
ど
を
準
備
し
て
お
く
と
よ
い
で

す
。

◎
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
、
電
波
の

状
態
や
電
話
機
種
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
の

精
度
な
ど
に
よ
り
、
位
置
情
報
を
確

認
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
い
発
生
場
所
や
状
況
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

●能代市・山本郡内の火災や災害発生時の問い合わせ（24時間災害時に対応）
●住宅用火災警報器や各種火災予防広報（７時～20時　災害時以外）

　平成25年１年間の119番受報件数は4,026件
（１日あたり11.1件）でした。この中には、いた
ずらが９件、問い合わせが125件ありました。
　119番は火災・救急・救助の緊急電話です。
　いたずらや問い合わせの電話はやめましょう。

正
し
い
１
１
９
番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す

テレホンガイドの利用を！
TEL 52－9999

119番への“いたずら”
“問い合わせ”電話はやめましょう

※能代山本地域の１１９番通報は、すべて能代
山本広域市町村圏組合消防本部で受報して
います。

１１９番通報要領

火災時 救急時

１１９番通報

火事ですか？・救急ですか？

場所（住所）はどこですか？
（付近の目標となる物など）

何が燃えていますか？ 誰がどうしましたか？

ケガ人や逃げ遅れた
人はいますか？

傷病者の状況を
教えてください。

通報する際は、自分の身の安全を
確保しましょう。

あなた（通報者）の名前と
電話番号を教えてください。

平成26年11月 16



岩
手
県
普
代
村
で
三
種
町
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

「
海
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
in
ふ
だ
い
」

　

10
月
5
日
、
岩
手
県
普
代
村
の
太
田
名
部

漁
港
に
お
い
て
「
海
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
in

ふ
だ
い
」
が
開
催
さ
れ
、
三
種
町
の
直
売
所

等
に
よ
る
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

普
代
村
は
、
三
種
町
と
農
林
漁
業
特
産
品

交
流
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
も
「
じ
ゅ

ん
さ
い
の
館
」「
グ
リ
ー
ン
ぴ
ぁ
」「
ド
ラ
ゴ

ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー
」
の
会
員
、
お
よ

び
「
み
た
ね
産
直
隊
」
が
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
じ
ゅ
ん
さ
い
汁
の
ふ
る
ま
い

で
長
蛇
の
列
が
で
き
、
７
０
０
食
用
意
し
た

ふ
る
ま
い
が
早
々
に
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
直
売
所
等
で
販
売
し
た
「
じ
ゅ

ん
さ
い
」
な
ど
の
特
産
品
や
、
み
た
ね
産
直

隊
の
「
み
た
ね
巻
」
も
好
調
に
売
れ
、
三
種

町
の
特
産
品
を
多
く
の
方
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

貸
付
対
象

　

米
の
直
接
支
払
交
付
金
の
対
象
者
で

米
の
概
算
金
の
下
落
に
伴
い
減
収
が
見

込
ま
れ
る
農
業
者
、
農
業
法
人
、
集
落

営
農
組
織

資
金
使
途

　

当
年
又
は
翌
年
の
経
営
に
必
要
な
運

転
資
金
と
し
、
例
示
す
る
と
次
の
と
お

り
で
す
。
た
だ
し
、
既
往
負
債
の
借
り

換
え
は
含
ま
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

ア
．
種
苗
代
、
肥
料
代
、
農
薬
代
、
雇

用
労
賃
等
の
直
接
的
現
金
経
費

イ
．
小
農
具
等
営
農
用
備
品
、
消
耗
品

等
の
購
入
費

ウ
．
営
農
用
施
設
・
機
械
の
修
繕
費
、

燃
料
代
、
飼
料
代
、
地
代
（
賃
借
料
）

貸
付
利
率

　

貸
付
利
率
は
無
利
子
で
す
。

貸
付
金
額　

　

貸
付
金
は
主
食
用
米
の
出
荷
数
量
に

概
算
金
の
下
落
額
60
㎏
当
た
り
３
千
円

を
乗
じ
た
金
額
以
内
で
す
。

　

た
だ
し
主
食
用
米
の
出
荷
数
量
が
確

定
し
な
い
場
合
は
、
対
象
者
の
米
の
直

接
支
払
交
付
金
の
対
象
面
積
に
減
収
額

と
し
て
10
ａ
当
た
り
３
万
円
を
乗
じ
た

金
額
を
限
度
額
と
見
な
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
貸
付
金
は
千
円
単
位
と
し
個

人
５
０
０
万
円
、
農
業
法
人
及
び
集
落

営
農
組
合
は
２
０
０
０
万
円
を
上
限
と

し
ま
す
。

償
還
期
限  

３
年
以
内

貸
付
実
行 

　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

債
務
保
証

　

秋
田
県
農
業
信
用
基
金
協
会
の
債
務

保
証
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
窓
口　

　

Ｊ
Ａ
、
秋
田
銀
行
、
北
都
銀
行
、
羽

後
信
用
金
庫
、
秋
田
信
用
金
庫
、
秋
田

県
信
用
組
合

　
※
一
部
の
融
資
機
関
で
本
資
金
の
取
扱
い
を

し
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
各

融
資
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
農
林
課  

農
政
係  

☎
８
５
―
４
８
２
６

稲
作
経
営
安
定
緊
急
対
策
資
金

※
米
の
概
算
金
の
大
幅
な
下
落
に

伴
い
、
緊
急
に
必
要
な
資
金
を

無
利
子
で
貸
付
け
す
る
融
資
制

度
が
出
来
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

▲ドラゴン
　フレッシュセンター

▲グリーンぴぁ

みたね産直隊

▲

▲じゅんさいの館

広報 みたね
mitane town
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応
募
サ
イ
ズ

　

カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
写
真

　

Ａ
４
判
ま
た
は
四
ツ
切
以
上

・
応
募
作
品
は
、
一
人
５
点
以
内

・
組
み
写
真
、
加
工
、
デ
ジ
タ
ル
合

成
写
真
は
不
可

 

撮
影
場
所

　

三
種
町
内
で
撮
影
し
た
も
の
に
限
る

 

締　
　

切

　

２
月
27
日　

※
当
日
消
印
有
効

 

応
募
上
の
注
意

　

応
募
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
は
町
内

に
配
布
し
て
い
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご

覧
に
な
る
か
、
三
種
町
観
光
協
会
に
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

 

各　
　

賞　

●
最
優
秀
賞　

　

１
点
（
賞
状
・
賞
金
10
万
円
）

●
優
秀
賞 

　

１
点
（
賞
状
・
賞
金
５
万
円
）

●
審
査
員
特
別
賞

　

１
点
（
賞
状
・
賞
金
２
万
円
）

●
入　

選　

　

６
点
（
賞
状
・
賞
金
１
万
円
）

※
選
考
日
は
３
月
予
定

※
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

 

主　
　

催　

三
種
町
観
光
協
会

◆
作
品
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

三
種
町
観
光
協
会
事
務
局

　

☎
８
５
―
４
８
３
０

　

三
種
町
内
で
撮
影
さ
れ
た
も
の

で
、
自
然
風
景
を
は
じ
め
美
し
い
景

観
、
伝
統
行
事
や
祭
事
、
三
種
町
に

暮
ら
す
人
々
の
生
活
や
営
み
な
ど
幅

広
い
分
野
を
対
象
と
し
、
季
節
感
と

魅
力
に
あ
ふ
れ
る
場
面
を
撮
影
し
た

写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募
作

品
に
つ
い
て
は
、
選
考
の
う
え
賞
を

授
与
し
、
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
に
使
用
し
な
が
ら
三
種
町
の
観

光
振
興
に
役
立
て
ま
す
。

「
み
た
ね
！
ち
ょ
こ
っ
と

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」開
催
中
！

三
種
町
三
十
六
景

ポ
ス
ト
カ
ー
ド

　

12
月
31
日
ま
で
の
ア
フ
タ
ー
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
特
別

企
画
と
し
て
今
年
も
実
施
し
ま
す
！

　

三
種
町
で
食
べ
て
、
温
泉
に
つ
か
っ

て
、買
い
物
し
た
ら
、専
用
の
ハ
ガ
キ
に

ス
タ
ン
プ
も
ら
っ
て
応
募
す
る
だ
け
！

　

三
種
町
内
の
対
象
施
設
で
ス
タ
ン
プ

を
集
め
、
三
種
町
の
ご
当
地
豪
華
賞
品

を
当
て
ま
し
ょ
う
！

　

毎
月
抽
選
で
豪
華
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
！
ど
し
ど
し
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

期　
　

間　

12
月
31
日
ま
で

 

応
募
方
法　

町
内
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

対
象
施
設
で
チ
ラ
シ
を
入
手
す
る
か
、

　

三
種
町
観
光
協
会
で
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
「
三
種
三
十
六
景

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
４
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

三種三十六景フォトコンテスト2013
最優秀賞「秋扇滝」近藤大樹（三種町）

す
る
こ
と
で
、
町
内
外
の
多
く
の
み
な

さ
ん
に
三
種
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ま

い
り
ま
す
。

 

内　
　

容

　

最
優
秀
賞
１
点
・
優
秀
賞
１
点
・
審

査
員
特
別
賞
１
点
・
入
選
６
点
の
９
枚

組
で
す
。

１　

秋
扇
滝 （
房
住
山
／
最
優
秀
賞
）

２　

夏
の
八
郎
湖 （
八
郎
湖
畔
／
優
秀
賞
）

３　

待
ち
人
来
ぬ （
房
住
山
／
特
別
賞
）

４　

熱
演 （
農
村
歌
舞
伎
会
館
）

５　

じ
ゅ
ん
さ
い
つ
み （
志
戸
橋
） 　

６　

輝
く
田
園 （
三
倉
鼻
公
園
）

７　

ど
ん
ど
焼
き （
浜
田
）

８　

冬
の
釜
谷
浜
海
水
浴
場 （
釜
谷
浜
）

９　

挑
む　
（
釜
谷
浜
）

 

販
売
価
格　

５
０
０
円

◆
販
売
・
問
い
合
わ
せ
先

　

三
種
町
観
光
協
会
事
務
局　

　

☎
８
５
―
４
８
３
０

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
チ
ラ
シ
に
付
い
て
い
る
専
用
応

募
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
事

務
局
ま
で
応
募
く
だ
さ
い
。

 

抽
選
お
よ
び
当
選
者
の
発
表

　

賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
発
表
と
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

三
種
町
観
光
協
会
事
務
局

　

☎
８
５
―
４
８
３
０

　
「
三
種
三
十
六
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
１
３
」
の
作
品
が
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
入
賞
し
た
、
町
を
代
表
す
る

観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
郷
土
芸
能
な
ど
を
題

材
に
し
た
９
作
品
を
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に

し
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
観
光
を
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
で
紹
介

「三種三十六景
フォトコンテスト2014」開

催！
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ク
ア
オ
ル
ト
で
健
康
増
進
を

　

10
月
15
日
、
県
と
市
町
村
が
協
働
で

地
域
の
活
性
化
を
図
る
「
秋
田
県
市
町

村
未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

県
本
部
会
議
が
開
催
さ
れ
、「
み
た
ね

型
ク
ア
オ
ル
ト
に
よ
る
健
康
増
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
仮
称
）」
を
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
が
ん
に
よ

る
死
亡
率
」、「
心
疾
患
に
よ
る
死
亡
率
」

な
ど
の
改
善
と
と
も
に
、
医
療
費
や
介

護
費
の
抑
制
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

　

今
後
、
県
の
担
当
と
町
の
担
当
に
よ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
重
ね
27
年
度

か
ら
30
年
度
ま
で
の
４
年
間
の
事
業
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

日
本
海
ふ
る
さ
と
俳
画
大
会
が
こ
の
ほ

ど
審
査
を
終
え
、
最
優
秀
賞
、
努
力
賞
ま

で
の
15
点
を
選
考
し
、
表
彰
し
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
は
39
点
で
、
最
優
秀
賞
は
、

檜
森
幸
江
（
浜
田
）
さ
ん
の
「
蓮
沼
や
伝

説
隠
る
水
鏡
」（
画
材
は
鯉
）

　

入
賞
し
た
15
点
は
、
11
月
25
日
〜
30
日

ま
で
エ
ナ
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
（
能
代
市
）
に

展
示
さ
れ
ま
す
。

　

上
岩
川
中
央
熟
年
ク
ラ
ブ
は
、
11
月
23

日
、
24
日
、
上
岩
川
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、
角
館
町
の
ワ
ラ
細
工
技
術
者

と
異
文
化
交
流
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
実
際
に
ワ
ラ
ジ
や
ケ
ラ

を
作
り
な
が
ら
、
角
館
の
ワ
ラ
文
化
に
触

れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
、
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
連
絡
先　

畠
山
正
德☎

８
８
―
２
２
５
１

　

10
月
５
日
、
上
岩
川
里
山
コ
ー
ス
で
ク
ア

オ
ル
ト
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
、
20
人

が
参
加
、
途
中
、
ク
リ
や
マ
タ
タ
ビ
の
実
を

採
っ
た
り
、き
れ
い
な
草
花
を
見
つ
け
た
り
、

道
草
を
し
な
が
ら
約
３
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ク
ア
オ
ル
ト
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
第
一

に
「
が
ん
ば
ら
な
い
」
が
基
本
で
、
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
や
体
調
に
合
わ
せ
て
、
わ

い
わ
い
ガ
ヤ
ガ
ヤ
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
歩

く
も
の
で
、
腹
の
底
か
ら
大
き
な
声
を
出
す

ポ
イ
ン
ト
や
歩
道
の
縁
石
を
利
用
し
た
バ
ラ

ン
ス
ポ
イ
ン
ト
な
ど
様
々
な
仕
掛
け
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。
眼
を
つ
ぶ
り
20
歩
ま
っ
す

ぐ
歩
く
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
参
加

者
が
、
普
段
の
姿
勢
や
歩
き
癖
な
ど
に
よ
り

左
右
ど
ち
ら
か
に
大
き
く
曲
が
り
、
笑
い
を

誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
は
、
房
住
里
の
会

の
「
日
本
一
小
さ
い
朝
市
」
で
農
産
物
や
漬

物
、
岩
川
地
鶏
の
朝
採
り
卵
な
ど
を
購
入
し

た
ほ
か
、
岩
川
地
鶏
で
作
っ
た
「
ク
ア
オ
ル

ト
健
康
う
ど
ん
」（
１
杯
２
５
０
円
）
を
堪

能
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
上
岩
川
里
山
コ
ー
ス
で
の
ク
ア
オ

ル
ト
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、毎
月
第
１
日
曜
日
、

午
前
８
時
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
健
康
の
維
持

増
進
の
た
め
、ぜ
ひ
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

予
告
…
ク
ア
オ
ル
ト
講
演
会

　

11
月
30
日
、
15
時
か
ら
、
日
本
ク
ア
オ

ル
ト
の
第
一
人
者
で
あ
る
小
関
信
行
博
士

（
ク
ア
オ
ル
ト
®
研
究
室
代
表
）
に
よ
る

講
演
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳

し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
15
日
配
布
の
チ

ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

エ
ナ
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
展
示
会

元
気
づ
く
り
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

異
文
化
交
流
事
業

☎54－3004総合
案内検 索クオーレふたつい

株式
会社ジェイエイ山本葬祭センター年中

無休
24時間
受　付

JAあきた白神二ツ井支店隣りに

12/20㈯・21㈰
12/20㈯1

内覧会

人形供養祭

に

今年度の人形供養祭は
新規オープンの
「クオーレふたつい」にて
行います。お気軽にお越しください。

広告

広報 みたね
mitane town
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快斗ちゃん

　

９
月
30
日
役
場
で
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
の
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
小
沢
裕
樹
さ
ん
・
彩
加
さ
ん
夫
婦

（
木
戸
沢
）
の
お
子
さ
ん
で
５
月
６
日
に
生
ま

れ
た
快か

い
　
と斗

ち
ゃ
ん
、
近
藤
高
志
さ
ん
・
美
香
子

さ
ん
夫
婦
（
鹿
北
）
の
お
子
さ
ん
で
５
月
24
日

に
生
ま
れ
た
萌め

い衣
ち
ゃ
ん
で
す
。

　
「
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
」「
明
る
く
優
し
い

子
に
」
育
っ
て
欲
し
い
な
ど
、
我
が
子
の
成
長

へ
の
思
い
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

萌衣ちゃん

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
贈
呈

三
種
の
大
切
な
宝

〜
健
や
か
な
成
長
を
〜

▲華やかに地域をパレード（琴丘小）

【
秋
の
交
通
安
全
運
動
】

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
願
っ

て
、
小
学
校
で
パ
レ
ー
ド

　

９
月
21
〜
30
日
の
10
日
間
「
子

ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
」
を
運
動
の
基
本
と
し
て
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
一
環
と
し
て
、
９
月

22
日
、
琴
丘
小
、
同
25
日
、
浜
口

小
全
校
児
童
に
よ
る
鼓
笛
隊
交
通

安
全
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
浜
口
小
で
は
、
校
庭
で
集
会

を
行
っ
た
後
、
地
域
の
住
民
ら
が

見
守
る
中
、
校
歌
な
ど
を
演
奏
し

な
が
ら
無
事
故
、
無
違
反
、
交
通

安
全
を
呼
び
掛
け
て
お
り
ま
し

た
。
こ
の
他
、
湖
北
、
森
岳
、
下

岩
川
小
で
も
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
、
地
域
の
安
全
を
願
っ
て
い
ま

し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
守
り
、
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
、
起
こ
さ
ぬ
よ
う
普
段

か
ら
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

９
月
24
日
中
嶋
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
、
中
嶋
地
区
お
た
す
け
愛
委

員
女
性
の
会
（
渡
部
鏡
子
代
表
）
の

福
祉
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
「
う
つ
病
」
と
い
う
こ

と
で
、
約
40
名
の
参
加
者
が
学
習
し
、

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

秋
田
市
の
成
田
ひ
と
み
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、「
う
つ
病
に
つ
い
て
」
講

話
を
聴
い
た
後
、
実
際
に
ス
ト
レ
ス
度

チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
自
己
診
断
を
行
っ

た
他
、
う
つ
病
に
な
っ
た
場
合
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
、
ど
う
向
き
合
え
ば
い
い

か
を
学
び
ま
し
た
。「
う
つ
は
、
人
生

の
チ
ャ
ン
ス
、
再
度
人
生
を
立
て
直
す

チ
ャ
ン
ス
、
自
分
を
よ
り
よ
く
活
か
す

チ
ャ
ン
ス
」
何
事
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉

え
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

▲地域の交通安全を願い学校を出発（浜口小）

▲うつ病を学び、理解を深め

「
う
つ
病
に
理
解
を
！
」

中
嶋
地
区
お
た
す
け

愛
委
員
女
性
の
会

平成26年11月 20



　

９
月
21
日
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
ふ
る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ア
で
は
、
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
構
成
す
る
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
種
町
は
ふ
る

さ
と
暮
ら
し
相
談
コ
ー

ナ
ー
で
町
の
魅
力
を
伝
え

た
り
、
定
住
を
希
望
し
て

い
る
方
へ
の
相
談
・
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
り
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ニ
ッ
ポ

ン
全
国
ふ
る
さ
と
市
場
で

は
、
東
京
ト
マ
ト
の
会
の

方
が
た
の
ご
協
力
の
下
、

じ
ゅ
ん
さ
い
や
梅
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
特
産
品
を
販
売

し
、
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

９
月
25
日
、
さ
ざ
な
み

苑
に
お
い
て
、
三
種
町
障

が
い
者
協
会
福
祉
研
修
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

典
で
は
、
物
故
会
員
に
対

す
る
黙
と
う
を
行
っ
た

後
、
５
人
に
功
労
者
表
彰

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
八
竜
体
育
館
で
「
卓

球
バ
レ
ー
」「
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
」
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
成
果
も
あ
り
、
10

月
４
日
開
催
の
秋
田
県
軽

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
で
は
、
卓
球

バ
レ
ー
の
部
で
見
事
３
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

10
月
７
日
、（
公
社
）
秋
田
県
防
犯
協

会
連
合
会
か
ら
青
色
回
転
灯
付
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
車
が
三
種
町
防
犯
協
会
へ
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
」
と
は
、

青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た
自
動
車
に
よ
る

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
い
い
ま

す
。
三
種
町
防
犯
協
会
で
は
、
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
小
学
校
の
下

校
時
間
に
合
わ
せ
、
週
３
日
、
見
回
り
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
今
後
よ
り
一
層
活
発
な
自

主
防
犯
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲ニコやかに楽しく競技

▲安全・安心のまちづくりのために

mitane town topics

【障がい者協会福祉研修大会】
卓球バレーなどで交流

青
色
回
転
灯
付
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車

「
宝
く
じ
号
」
贈
呈
。
防
犯
活
動
に
活
用

【第10回ふるさと回帰フェア】
三種町の魅力を都会に発信

▲三種町の魅力を発信

広報記事内容の訂正について（お詫び）
　広報10月号24ページ掲載「赤ちゃん誕生祝金贈呈」の内容で
渡辺光洋さん・晴子さん夫婦（鹿北）のお子さん汐

し う

優ちゃんの
生年月日を４月８日と表記しましたが、誤りでした。
　正しくは　４月25日です。
　ご家族に直接出向き、お詫び申し上げましたが、読者の皆様に
も以上のようにお読み替え下さいますようお願い致します。
　大変申し訳ありませんでした。

検 索三種町役場

　広報で伝えきれないまちの話題などは、
町の公式facebookページでもお伝えして
おります。どうぞご覧ください。

三種町公式ページ

広報 みたね
mitane town
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11生涯学 習通信
月号

三
種
体
協

琴
丘
バ
ス
ケ

　

９
月
26
日
〜
28
日
に
か
け
て
開
催
さ

れ
た
第
41
回
秋
田
県
ク
ラ
ブ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
で
、
三
種
体
協

琴
丘
が
３
年
連
続
12
回
目
の
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。
ま
た
、
第
69
回
県
男
女
総

合
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
も
好
成

績
を
残
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
東
北
男
女
総
合
選
手
権
大
会

（
11
月
７
日
〜
９
日
）、
東
北
ク
ラ
ブ
選

手
権
大
会
（
11
月
28
日
〜
30
日
）
に
出

場
し
ま
す
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▲チームみたね

　９月28日「第１回秋田25市町村対抗駅伝ふるさ
とあきたラン！」が秋田市八橋運動公園を発着点
とする特設コース（９区間32.5キロ）で開催され、
県内全市町村から計29チームが出場しました。三
種町チームは２区の小学校女子で大村優奈さん（湖
北小６年）が
区間２位の力
走をするなど、
２時間８分44
秒のタイムで
町の部６位入
賞を果たしま
した。 ▲１区　工藤直人（琴丘小５年）（写真中央）

活  

躍

ＭＯＡ美術館

「三種町作品展」

故郷三種町のため力走

◆主催　ＭＯＡ美術館
　　　　山本ふるさと文化館

　町内小学校児童の絵画や書写等約
160点を展示する、三種町作品展が
開催されます。

　　日  時

　11月８日（土）、９日（日）
　午前９時～午後５時

　　会  場
　山本ふるさと文化館

平成26年11月 22



教育委員会  事務点検・評価報告書作成

平
成
26
年
度

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
に
つ
い
て

　教育委員会では「平成25年度事業三種町教育委員会事務点検・評価報
告書」を作成しました。
　この報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づいて、
教育委員会が平成25年度において実施した主要な事業についてその成果
を検証・評価し、また、課題を把握して今後の施策に活用するものです。
　事務点検・評価報告書は三種町教育委員会事務局、琴丘公民館、山本公
民館、八竜公民館で閲覧できます。

◎点検・評価委員
　渡邊　英毅（鹿渡）、袴田　憲雄（藤木台）、牧野　勝精（浜田）

　

本
年
４
月
22
日
に
実
施
さ
れ
た
「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」
の
結
果
が
通
知
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
平

成
19
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
、今
年
で
８
年
目
と
な
り
ま
す
。

調
査
対
象
は
小
学
校
６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
で
、
教
科

は
国
語
お
よ
び
算
数
・
数
学
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
学
力
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
で
す
が
、
本
町

の
学
校
の
平
均
は
一
部
県
平
均
を
下
回
る
も
の
の
、
す
べ

て
の
教
科
に
お
い
て
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
良
好

な
成
績
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
児
童
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
に
つ
い
て
も
、
日
常
生
活
の
態
度
や
行
動
に
つ
い

て
、
全
般
的
に
小
・
中
学
校
と
も
県
水
準
に
あ
り
、
規
則

正
し
く
健
全
な
生
活
ぶ
り
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、
新
聞
を
読
む
・
読
書
を
す
る
等
の
項
目
も
高
水

準
に
あ
る
ほ
か
、
授
業
以
外
に
も
平
日
・
休
日
を
問
わ
ず

一
定
の
学
習
時
間
を
確
保
し
て
い
る
な
ど
、
将
来
の
夢
や

目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
す
る
児
童
生
徒
の
姿
勢
や
学
習
意

欲
の
高
さ
を
感
じ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

●
検
査
日
時
：
10
月
７
日　

午
後
１
時 

●
検
査
場
：
能
代
西
高
校 

●
品　
　

目
：
た
ま
ね
ぎ

●
産　
　

地
：
北
海
道
長
沼
町

●
使
用
調
理
場
名
：
三
種
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

●
セ
シ
ウ
ム 

１
３
４
：
測
定
下
限
値
未
満 

●
セ
シ
ウ
ム 

１
３
７
：
測
定
下
限
値
未
満

※
測
定
下
限
値
＝
10
ベ
ク
レ
ル

　

三
種
町
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
安
心
安
全
な
給
食
を
子
ど
も
た

ち
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

給
食
食
材
放
射
性
物
質
検
査
結
果

ラジオ体操講習会開催のお知らせ

◆日　時：11月29日（土）　午後１時30分から午後３時30分
◆会　場：琴丘総合体育館（サブアリーナ）

◆講　師：長野　信一さん
　　　　　•アシスタント：原川　 愛さん

◆主　催
•三種町体育協会
•三種町スポーツ少年団
•三種町スポーツ推進委員会
•琴丘・八竜・山本ＳＣ

　

11
月
か
ら
営
業
時
間
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆申込み・問い合わせ先　琴丘総合体育館   教育委員会スポーツ係　☎87－2222

体
験
学
習
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

広報 みたね
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昨
年
行
わ
れ
た
「
母
へ
の
手
紙
」
に
「
父
へ
の
手
紙
」

も
加
え
た
今
回
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
し
た
が
、
全
都
道

府
県
は
も
ち
ろ
ん
、
ギ
リ
シ
ャ
・
メ
キ
シ
コ
・
香
港
・
台

湾
と
い
う
海
外
か
ら
も
応
募
が
あ
り
、
昨
年
を
４
１
２
通

上
回
る
１
，
７
２
５
通
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

10
月
12
日
に
第
一
次
審
査
を
終
え
、一
般
１
０
０
作
品
、

高
校
生
８
作
品
、
中
学
生
以
下
の
作
品
の
入
賞
候
補
作
を

選
出
。
こ
れ
か
ら
11
月
２
日
に
第
二
次
審
査
を
行
い
、
11

月
10
日
に
新
聞
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
審
査
結
果
を
発
表
し

ま
す
。
表
彰
式
は
11
月
24
日
、
午
後
１
時
に
橋
本
五
郎
文

庫
で
開
催
予
定
で
す
。
ゲ
ス
ト
に
、
地
元
出
身
で
国
民
文

化
祭
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
歌
っ
て
い
る
、
藤
田
ゆ
う
み
ん
さ

ん
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
４
年
目
に
な
り
、
寄
贈
さ
れ
た
本

も
３
万
２
千
冊
を
超
え
ま
し
た
。
ま
た
、
版
画
の
寄

贈
も
多
い
こ
と
に
よ
り
、
２
階
の
模
様
替
え
を
行
い

ま
し
た
。
版
画
は
片
岡
球
子
・
池
田
満
寿
夫
・
ル
オ
ー

等
11
名
の
画
家
の
作
品
、30
余
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

本
も
分
野
ご
と
に
分
類
し
閲
覧
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
２
回
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に

１
，
７
２
５
通
の
応
募

橋
本
五
郎
文
庫
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た

国民文化祭のご協力について（御礼）

　10月４日～10日まで行われた「キルトフェスティバルinみたね」及び10月18日、19日に行われた
「地歌舞伎の祭典」におかれましては、ボランティアの方々や町民の方々のあたたかいご支援により
盛会裏に終わることができました。心から感謝とお礼を申し上げます。

国民文化祭三種町実行委員会

　

国
民
文
化
祭
「
現
代
舞
踊
の
祭
典
―
石
井
漠
か
ら
未
来
へ
」
が
10

月
12
日
、
能
代
市
文
化
会
館
を
会
場
に
開
か
れ
、
三
種
町
出
身
で
世

界
的
舞
踊
家
で
あ
る
石
井
漠
の
弟
子
や
、
関
係
す
る
舞
踊
団
体
が
石

井
漠
振
り
付
け
の
作
品
な
ど
を
披
露
、
約
１
，
２
０
０
人
の
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　

２
年
前
、
三
種
町
と
同
市
で
開
催
さ
れ
た
「
石
井
漠
没
後
50
年
記

念
事
業
」
に
出
演
し
た
漠
の
愛
弟
子
で
あ
る
李
彩
娥
さ
ん
（
90
歳
）

も
華
麗
な
舞
踊
を
披
露
し
た
ほ
か
、
漠
の
孫
で
舞
踊
家
の
石
井
登
さ

ん
（
56
歳
）
は
、
漠
の
代
表
作
で
あ
る
「
山
を
登
る
」
を
能
代
市
の

棚
橋
絵
里
奈
さ
ん
（
51
歳
）
と
二
人
で
演
じ
、
世
代
を
越
え
て
漠
の

舞
踊
が
現
代
に
蘇
り
ま
し
た
。

大盛況だった三種町での国民文化祭の模様は、来月号でもレポートします！

世
代
を
越
え
て
石
井
漠
が
蘇
る
！

能
代
市
国
文
祭

　
　
「
現
代
舞
踊
の
祭
典
」

「山を登る」石井登さん、棚橋絵里奈さん
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◆問い合わせ先　三種町ミニテニスクラブ　会長　畠山篤美　☎85－3841

● 教育委員会
　 総務学事課 総務係・学事係（琴丘地域拠点センター内）　☎87－2115
　 生涯学習課 生涯学習係（琴丘地域拠点センター内）　　　☎87－2113
　 生涯学習課 スポーツ係（琴丘総合体育館内）　　　　　　☎87－2222
● 琴丘公民館　☎87－3232
● 山本公民館　☎83－2354　
● 八竜公民館　☎85－2177

生涯学習に関する
申し込み・
問い合わせ先

日　　時 　12月７日（日）
　　　　　　受　　付　８：30～
　　　　　　開 会 式　９：00～
　　　　　　試合開始　９：30～
　　　　　　終了時間　参加組数による。（昼食時間を設けます）
　　　　　　※８：30～８：55まで練習可とする。

◆テーマ：町内小学生に、クリスマスイベントを通して
　　　　　英語を学ぶ楽しさを知ってもらおう。

◆日　時：12月13日（土）
　　　　　午前10時～12時（２時間）

◆イベント会場：琴丘地域拠点センター　じょもん

◆対　象：小学生（英語に自信のない人でも大歓迎！）

　三種町ＡＬＴのジョナサン先生によるクリスマスイベントが開催されます。

　楽しいクリスマスゲームをしたり、
３か国５人のＡＬＴと英語で遊んだり、
お菓子や飲み物を準備しています。
国際交流を体験するチャンス！

※詳細は来月号で発表します。

第２回 三種町子どもクリスマスイベント開催♪

第4回  三種町ミニテニス交流大会

◆種　　目　ダブルスペア
　　　　　　※Ａ部門～男・女ペア
　　　　　　※Ｂ部門～女・女ペア
◆競技方法　日本ミニテニス協会制定競技規則による。
　　　　　　（但し、ローカルルールあり）
　　　　　　※予選リーグ～６点先取２ゲームマッチ
　　　　　　※決勝トーナメント～６点先取３ゲーム

マッチ（参加数により変更あり）
◆参 加 料　１人～500円（当日受付にて徴収します）
　　　　　　※参加賞及び１～３位まで賞品あり
◆参加資格　三種町民及び三種町内チーム所属の愛好者
◆表　　彰　各部門１～３位まで表彰

◆申 込 先　三種町八竜体育館（☎85－2930）までお
申し込みください。

　　　　　　※但し、毎週月曜日は休館日となります。
◆申込期間　11月23日（日）まで
◆審　　判　参加選手全員で行います。
◆昼　　食　本部にて取りまとめて注文致しますので、

申し込みの際にお知らせください。
◆そ の 他　シングルでの申し込みも可。大会本部にて

組合せを致します。
　　　　　　本大会での保険加入は致しません。必要な

方は各自で加入をお願います。

開催場所 　三種町八竜体育館

参加者募集！

主　催：三種町体育協会
主　管：三種町ミニテニスクラブ
後　援：三種町教育委員会

広報 みたね
mitane town
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インフォメーションお
し
ら
せ

第
25
回
八
郎
湖
合
唱
祭
の

お
知
ら
せ

　

ふ
る
さ
と
文
化
館
に
て
三
種

町
内
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
３

団
体（
コ
ー
ル
や
ま
も
と
・
コ
ー

ル
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
・
コ
ー
ル
つ
ち

ぶ
え
）
と
八
郎
湖
岸
の
市
町
村

か
ら
12
団
体
が
出
演
し
ま
す
。

入
場
無
料
で
す
。
多
数
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と　

き　

11
月
16
日

　
　
　
　
　

11
時
30
分　

開
場

　
　
　
　
　

12
時　
　
　

開
演

●
と
こ
ろ

　

や
ま
も
と
ふ
る
さ
と
文
化
館

問
い
合
わ
せ
先
…
宮
田

（
☎
８
７
―
３
３
１
９
）

み
ん
な
で
旧
上
岩
川
小
に

集
ま
ろ
う
！

「
が
ん
ば
リ
ン
ゴ
の
森
」

大
収
穫
祭

　

旧
上
岩
川
小
学
校
を
地
域
ふ

れ
あ
い
の
場
「
が
ん
ば
リ
ン
ゴ

の
森
」
と
し
て
活
用
し
、
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
秋

は
次
の
日
程
で
大
収
穫
祭
を
開

催
し
ま
す
！
ど
な
た
で
も
自
由

に
参
加
で
き
ま
す
の
で
是
非
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
と　

き　

11
月
３
日　

　
　
　
　
　

９
時
〜
14
時
30
分

●
と
こ
ろ　

上
岩
川
地
域
セ
ン

タ
ー
（
旧
上
岩
川
小
学
校
）

●
内　

容　

男
鹿
っ
鼓
と
津
軽

三
味
線
の
競
演
・
だ
ま
こ
鍋
作

り
体
験
（
だ
ま
こ
鍋
参
加
料
３

０
０
円
）・
展
示
コ
ー
ナ
ー
・

物
産
販
売　

な
ど

問
い
合
わ
せ
先
…
が
ん
ば
リ
ン

ゴ
の
会　

代
表　

工
藤
誠
志

（
☎
０
９
０
―
２
６
０
７
―
９

２
７
０
）

長
信
田
太
鼓
北
日
本
大
会

優
勝
＆
太
鼓
日
本
一
決
定

戦
出
場
報
告
会

●
と　

き　

11
月
８
日

　
　
　
　
　

13
時
〜
14
時

●
と
こ
ろ　

山
本
公
民
館

●
内　

容　

①
北
日
本
大
会
映

写
会
②
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
報

告
・
決
意
表
明
③
日
本
一
決
定

戦
エ
ン
ト
リ
ー
曲
披
露

　

地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
多
く

の
応
援
を
い
た
だ
い
て
挑
ん
だ

北
日
本
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
感
謝
を

直
接
伝
え
た
い
と
思
い
、
こ
の

報
告
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
手

作
り
の
さ
さ
や
か
な
会
で
す

が
、
み
な
さ
ん
と
の
交
流
を
次

の
全
国
大
会
の
力
に
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

入
場
無
料
で
す
が
、
事
前
に

参
加
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

長
信
田
の
森
心
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
☎
７
２
―
４
１
３
３
）

To
kyo
 R
O
U
G
E

み
ち
の
く
レ
ビ
ュ
ー

　

東
京
の
老
舗
劇
場
、
新
宿

S
P
A
C
E
1
0
7

が
生
ん
だ
レ

ビ
ュ
ー
集
団
。
東
京
に
生
き
る

女
の
子
達
の
「
今
」
を
切
り
取

り
、
社
会
風
刺
を
効
か
せ
た
新

し
い
ス
タ
イ
ル
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

レ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ー
で
す
。
三
種

町
出
身
の
金
子
桜
子
さ
ん
も
出

演
し
ま
す
！
是
非
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●
と　

き

　

12
月
27
日　

18
時
開
場

●
と
こ
ろ

　

能
代
市
文
化
会
館

●
入　

場　

　

全
席
自
由

　

前
売
り
２
５
０
０
円

　

当　

日
２
８
０
０
円

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ロ
ー
ソ
ン
能
代
浅
内
店

（
☎
８
９
―
１
２
１
３
）

お
と
も
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ  

　

生
き
生
き
学
習
（
陶
芸
教

室
・
歌
謡
教
室
）
は
年
齢
を
問

わ
ず
一
般
の
方
が
た
が
自
由
に

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。

　

お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

●
陶
芸
教
室
（
初
心
者
向
け
）

　

11
月
11
日　

10
時
〜
15
時

●
歌
謡
教
室

　

11
月
22
日　

13
時
〜
16
時

※
休
館
日　

　

４
日
、
10
日
、
17
日
、
25
日

問
い
合
わ
せ
先
…
高
齢
者
交
流

セ
ン
タ
ー
お
と
も
苑

（
☎
５
８
―
５
２
９
５
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
お
よ

び
準
備
講
習
会
（
乙
種
第

４
類
）

  【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

●
試
験
日

　

１
月
25
日　

能
代
市

●
受
付
期
間

　

書
面
申
請

　
　

12
月
１
日
〜
12
月
16
日

　

電
子
申
請

　
　

11
月
28
日
〜
12
月
13
日

【
乙
種
第
４
類　

準
備
講
習
会
】

●
講
習
会
受
付

　

11
月
４
日
〜

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
講
習
日

　

12
月
２
日
〜
12
月
３
日

●
講
習
場
所

　

能
代
山
本
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

時　

間　

９
時
〜
17
時

　

受
講
料　

１
万
４
７
０
０
円

　
（
会
員
９
４
５
０
円
）

※
申
請
書
は
三
種
消
防
署
に
準

備
し
て
あ
り
ま
す
。

※
会
員
と
は
、
三
種
町
危
険
物

安
全
協
会
会
員
。

※
受
講
資
格
の
有
無
は
あ
り
ま

せ
ん
。
年
齢
問
わ
ず
ど
な
た

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

※
試
験
と
講
習
会
の
申
し
込
み
は

別
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

三
種
消
防
署
危
険
物
担
当

（
☎
８
５
―
３
１
０
０
）

検
察
審
査
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
来
年
度
の
検
察
審
査
員
候
補

者
に
選
ば
れ
た
方
に
は
、
11
月

中
旬
こ
ろ
に
通
知
書
が
届
き
ま

す
。
※
こ
れ
は
、
裁
判
員
裁
判
の

「
裁
判
員
候
補
者
」と
は
違
い
ま
す
。

●
交
通
事
故
や
犯
罪
の
被
害
に

あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な

い
。
検
察
審
査
会
は
そ
の
よ
う

な
検
察
官
の
処
分
（
不
起
訴
処

分
）
の
よ
し
あ
し
を
審
査
し
ま

す
。

●「
検
察
審
査
員
候
補
者
」
は
、

選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か

ら
く
じ
で
選
ば
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…
能
代
検
察
審

査
会
事
務
局

（
☎
５
２
―
３
２
７
８
）

広告
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11
月
は
「
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
」
で
す

　

労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業

の
一
部
を
除
き
、
労
働
者
を
１

人
以
上
使
用
す
る
す
べ
て
の
事

業
者
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
早
急
に
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
公
共
職
業
安
定
所
）
に
ご
相

談
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
労
働
局

総
務
部　

労
働
保
険
徴
収
室

（
☎
０
１
８
―
８
８
３
―
４
２
６
７
）

【
重
要
】
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
難
視
対
策
の
各
種
支

援
は
終
了
し
ま
す
。
お
早

め
の
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す

　

国
が
実
施
し
て
い
る
地
デ
ジ

難
視
対
策
の
た
め
の
各
種
支
援

制
度
は
平
成
27
年
３
月
末
を

も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　

期
限
ま
で
に
地
デ
ジ
対
策
工

事
を
完
了
す
る
た
め
に
は
、
遅

く
と
も
本
年
12
月
中
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
早
め
の
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…
総
務
省
地
デ

ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
―
０
７
―
０
１
０
１
）

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
デ
ジ
ア
ナ
変
換

サ
ー
ビ
ス
」
一
時
休
止
の
お
知
ら
せ

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
設
備
で

は
、
総
務
省
の
要
請
に
よ
り
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ア
ナ
ロ

グ
に
変
換
（
デ
ジ
ア
ナ
変
換
）

し
て
電
波
を
送
信
し
て
お
り
ま

す
が
、
平
成
27
年
３
月
ま
で
に

サ
ー
ビ
ス
を
終
了
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

12
月
２
日
、
午
前
10
時
か
ら

12
時
の
間
、
デ
ジ
ア
ナ
変
換

サ
ー
ビ
ス
（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
ア
ナ
ロ
グ
放
送
に
変
換

し
た
放
送
）
を
一
時
休
止
し
、

サ
ー
ビ
ス
終
了
告
知
等
を
画
面

に
表
示
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
地
デ
ジ
対
応
を

お
急
ぎ
下
さ
い
。

　

お
問
合
せ
は
、
秋
田
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
、（
☎
０
１
２
０
―

３
４
４
―
０
３
７
）
ま
で

募　
　

集

職
業
訓
練
の
希
望
者
を
募
集
し

ま
す　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
能
代

●
対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
申
し
込
み
を
行
い
、
訓
練
そ

の
他
の
援
護
措
置
を
必
要
と
認

め
ら
れ
る
方

●
科
名
／
定
員

　

パ
ソ
コ
ン
初
級
科
／
15
名

●
内
容　

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し

た
文
書
作
成
、
表
計
算
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
各
種
ソ

フ
ト
の
活
用
法
を
取
得
す
る
。

●
期
間　

　

12
月
12
日
〜
３
月
17
日

●
場
所

　

専
門
学
校　

能
代
文
化
学
院

●
募
集　

11
月
14
日
ま
で

問
い
合
わ
せ
先
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
能
代
・
訓
練
担
当

（
☎
５
４
―
７
３
１
１
）

秋
田
職
業
訓
練
支
援
セ
ン

タ
ー　

１
月
期
生
募
集

●
訓
練
期
間　

１
月
６
日
〜
６

月
29
日
（
６
カ
月
）

●
対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
で
、

新
た
な
技
術
・
技
能
を
身
に
つ

け
て
再
就
職
を
希
望
す
る
方

●
訓
練
科
／
定
員

　

機
械
加
工
技
術
科
／
15
名

　

電
気
設
備
科
／
15
名

　

ビ
ル
管
理
科
／
18
名

●
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
等
は
自
己
負
担
）

●
募
集　

12
月
１
日
ま
で

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
職
業
訓

練
支
援
セ
ン
タ
ー　

訓
練
課

（
☎
０
１
８
―
８
７
３
―
３
１
７
８
）

秋
田
地
域
高
校
生
就
職
面
接
会

●
と
き

　

11
月
17
日　

13
時
〜
16
時

●
対
象

〔
生
徒
〕
平
成
27
年
３
月
卒
業

予
定
の
就
職
希
望
者

〔
事
業
所
〕
新
規
高
卒
者
の
採
用

を
予
定
し
て
い
る
県
内
事
業
所

●
内
容

•
県
内
事
業
所
の
採
用
担
当
者

と
生
徒
の
個
別
面
接
・
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
職
員
に
よ
る
就
職
相

談
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
Ａ
Ｋ

Ｉ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
職
業
適
性
検

査
、
職
業
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

●
参
加
申
し
込
み

〔
事
業
所
〕
11
月
10
日
ま
で
に
、

Ｅ
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
み

〔
生
徒
〕
学
校
ご
と
に
、
11
月

10
日
ま
で
、
Ｅ
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
郵
送
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
申
し
込
み

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
県
産
業
労
働
部　

雇
用
労

働
政
策
課　

就
業
支
援
班

（
☎
０
１
８
―
８
６
０
―
２
３
３

２
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
―
８
６
０
―
３

８
３
３
・
Ｅ
メ
ー
ルsyokuan@

m
ail2.pref.akita.jp

）

平
成
27
年
度
「
専
修
学
校
入
学

一
時
金
」
奨
学
生
募
集
（
二
次
）

●
奨
学
金
の
種
類（
募
集
人
員
）

　

専
修
学
校
入
学
一
時
金（
15
名
）

●
申
込
期
間　

11
月
12
日
〜
12

月
５
日
（
必
着
）

※
応
募
資
格
・
申
込
方
法
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
秋
田
県
育
英
会

の
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
育
英
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
確
認
で
き
ま
す
。http://

w
w
w
.akita-ikuei.jp

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

公
益
財
団
法
人
秋
田
県
育
英
会

秋
田
育
英
奨
学
金
係

（
☎
０
１
８
―
８
６
７
―
２
３
１
１
）

働
く
パ
パ
・
マ
マ
応
援
し
ま
す

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
大
募
集
！

●
募
集
テ
ー
マ

　

男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
を

す
す
め
る
、
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
支
援
の
取
り
組
み
を
す
す
め
る

た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

●
応
募
資
格　

県
内
に
お
住
ま

い
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す

●
応
募
期
間　

11
月
30
日
ま
で

●
応
募
方
法　

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

の
場
合
は
応
募
用
紙
裏
面
に
必

要
事
項
を
記
入
、
秋
田
労
働

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
秋
田
労

働
局
へ
の
ご
意
見
」(h

ttp
://

a
k
ita
-ro
u
d
o
u
k
y
o
k
u
.

js
ite
.m
h
lw
.g
o
.jp
/

g
o
ik
e
n
.h
tm
l) 

の
場
合
は
、

ご
意
見
欄
に
必
要
事
項
を
直
接

入
力
し
て
応
募
く
だ
さ
い
。

●
必
要
事
項　

キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
職
業(

学

校
名
・
学
年)

、
電
話
番
号

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田

労
働
局
雇
用
均
等
室
（
☎
０
１

８
―
８
６
２
―
６
６
８
４
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
１
８
―
８
６
２
―
４
３
０
０
）

ドラゴンクリニック
院長　奈　良　幸　雄

医療法人　秋田愛心会 成人用肺炎球菌ワクチン成人用肺炎球菌ワクチン
肺炎球菌性の肺炎は、成人肺炎の25％～40％を占め、
特に高齢者での重篤化が問題になっています。
約５年間23種類の肺炎球菌の型に免疫をつけることができます。

助成対象年齢　満６５歳・７０歳・７５歳・８０歳・８５歳・９０歳の方

今年度中に接種しましょう。（ご家族の年齢を確認ください）

公的助成制度（４千円）があるため、当院では
　　　　　　　　自己負担２,５００円で接種できます。

内科・外科・呼吸器内科・消化器内科・整形外科・小児科

〒018-2407  山本郡三種町浜田字上浜田１

TEL. 85ｰ4666
インフルエンザ予防接種  実施中！

高齢者・生後6ヶ月～高校生迄  妊婦さん
当院での窓口負担　無料（小児2回分）

上記対象年齢以外は自己負担1,000円です。

事前予約が必要です。
（母子手帳など必要な物の案内あり）

広告

広報 みたね
mitane town
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11月行事予定
町の人口と世帯数

●人　口 18,230人 （-34）
　 【男】 8,460人   （-23）
　 【女】 9,770人   （-11）
●世帯数 6,998戸   （+ 2）
※平成26年９月末現在、（  ）内前月比

日 曜日 行　　　　　事　　　　　名
1 土
2 日
3 月 文化の日
4 火 わくわくひろば「０歳児の先生と遊びましょう」（琴丘保育園　9：30～11：30）
5 水
6 木 ドラえもん広場「みんなで　遊びましょう」（森岳保育園　9：30～11：30）

メロンキッズひろば「体を動かして遊ぼう」（八竜改善センター　9：30～11：30）

7 金
浜口保育園開放日「みんななかよし」
八竜幼稚園「くるみの森教室」（10：00～11：00）
特設人権相談所開設 （山本公民館　10：00～15：00）

8 土
9 日
10 月
11 火 三地区なかよし交流会「講話　やさしいママになるハッピー時間」（保健センター　9：30～11：30）
12 水
13 木 献血（八竜地区）
14 金 鵜川保育園開放日「お友達と遊びましょう」
15 土
16 日
17 月 健康相談・コーヒーサロン（金陵の館　9：30～11：30）

心の健康相談会（琴丘地域拠点センター）

18 火
健康相談・コーヒーサロン（山本公民館　9：30～11：30）
行政相談所開設（ひまわりセンター　10：00～12：00）
わくわくひろば「保健師さんとお話しましょう」（琴丘保育園　9：30～11：30）

19 水

20 木
ドラえもん広場「すくすく　発育測定」（森岳保育園　9：30～11：30）
メロンキッズひろば「みんなで作ってみよう」（八竜改善センター　9：30～11：30）
がん患者の集い（保健センター　13：30～16：00）

21 金 八竜幼稚園開放日「つくって遊ぼう」
７か月児相談（保健センター）

22 土 ＷＢＣ世界スーパーフェザー級王者　三浦隆司 選手　Ｖ３戦（横浜国際プール　17：30～）
23 日 勤労感謝の日
24 月 振替休日
25 火 わくわくひろば「クリスマス飾り作り」（琴丘保育園　9：30～11：30）

健康相談・コーヒーサロン（すいらんの館　9：30～11：30）
26 水 メロンキッズひろば「好きなおもちゃで遊ぼう」（八竜改善センター　9：30～11：30）
27 木 乳児健診（保健センター）

健康相談・おしゃべりサロン（八竜改善センター　13：30～15：30）

28 金
健康相談・じょもんコーヒーサロン（琴丘地域拠点センター　9：30～11：30）
八竜幼稚園「くるみの森教室」（10：00～11：00）
大腸がん追加検診（保健センター）

29 土 お金のなんでも相談会（琴丘地域拠点センター）
30 日

編集後記
　10月は文化イベント盛りだくさん。なかでも初
の開催となった国民文化祭は素晴らしかった。
　これは何より、準備から、運営まで、たくさん
の方々の努力があってこその結果。
　キルトでは企画から作品の制作にまでと、その
苦労は大変なものだったと思います。おかげで展
示は大盛況。連日会場に押し寄せる観客に圧倒さ
れました。
　歌舞伎の祭典では、森岳歌舞伎保存会、学校、

地域一体となって研鑽と後継者育成にも尽力され、
とても素晴らしい公演となりました。
　期間中２万人近い方が訪れた国民文化祭ですが、
駐車場の整理、イベントの運営から三種のPR活動
等など、様々な場面で、町民のみなさんによる「お
もてなし」も今回の大成功の立役者。
　広報ではそんなみなさんの活躍を伝えたくて取
材をし、記事をまとめようと頑張ったつもりでし
たが、自分の文章力のなさを痛感。反省しきりです。
　ここであらためてお礼を述べさせて下さい。
　みなさん　ありがとうございます。　　　　 （将）

平成26年11月 28


